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第 1 章

外部データベースを使用する場合の要件

このガイドでは、Cisco Unified Communications Manager IM and Presence Service機能用の外部デー
タベースを設定する方法について説明します。次の機能では、外部データベースが必要です。

•永続的グループチャット

•持続チャットのハイアベイラビリティ

•メッセージアーカイバ（IMコンプライアンス）

•マネージドファイル転送

•本ガイドの使用方法（1ページ）
•外部データベースの設定の要件（2ページ）
•その他の資料（5ページ）
•外部データベースの設定の前提条件（5ページ）
•パフォーマンス上の考慮事項（6ページ）
•セキュリティの推奨事項について（7ページ）

本ガイドの使用方法
外部データベースを設定する方法については、次の章を参照してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

外部データベースのサポート情報および

その他の要件を確認します。

外部データベースを使用する場合の要件

（1ページ）
ステップ 1

インストール情報については、左側の章

のいずれかを参照してください。

次のようにして、外部データベースをイ

ンストールします。

ステップ 2

• PostgreSQLのインストール（9
ページ）
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目的コマンドまたはアクション

• Oracleのインストール（15ペー
ジ）

• Microsoft SQL Serverのインストー
ル（19ページ）

外部データベース接続用にIM and
Presence Serviceを設定します。

IM and Presenceサービスを外部データ
ベース用に設定する（29ページ）

ステップ 3

次のタスク

外部データベースを設定した後、外部データベースの管理については、このガイドの追加情報

を参照してください。

外部データベースの設定の要件

一般的な要件

シスコは、認証された PostgreSQL、Oracle、またはMicrosoft SQLサーバ管理者に、外部デー
タベースから情報を保持し、取得するように指示することを推奨します。

ハードウェアとネットワーク要件

•外部データベースをインストールするための専用サーバー。

•サポートされるオペレーティングシステムとプラットフォームの要件の詳細については、
データベースのマニュアルを参照してください。

• IPv4と IPv6は、IM and Presence Serviceでサポートされています。

ソフトウェア要件

次の表に、IM andプレゼンスサービスに関する一般的な外部データベースのサポート情報を示
します。IMおよびプレゼンス機能に固有の詳細については、後続の「機能要件」の項を参照
してください。
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表 1 : IMとプレゼンスサービスのデータベースサポート

サポートされるバージョンデータベース

（注） •常設チャットルーム機能に必要な PostgreSQLの最小
バージョンは 9.6.xです。

• PostgreSQL 12.xは、IM and Presence Serviceリリース、
12.5(1) SU6以降とのみ互換性があります。

テストは、9.6.xから 12.xのバージョンを使用して実行されます。
9.6.x、10.x、11.x、および 12.xの他のすべてのマイナーバージョンに
は互換性があると想定されています。今後のメジャーリリースとパッ

チは互換性が維持されますが、現時点ではテストされていません。

PostgreSQL

テストは、複数のOracleバージョン 9g、10g、11g、および12cを使用
して実行されます。IMおよびプレゼンス機能は、基本的な SQLス
テートメント、ストアドプロシージャ、基本的なインデックス作成な

どの一般的なOracle機能を使用しているため、今後のバージョンは互
換性が維持され、このドキュメントで特に指定されていない限りサ

ポートされます。シスコは、将来の主要な IMおよびプレゼンスリ
リースでの新しいメジャー Oracle DBリリースの互換性テストを含め
ることを計画しています。

Oracle

テストは、MS SQL 2012、2014、2016、2017および2019の各バージョ
ンを使用して実行されます。IMおよびプレゼンス機能は、一般的な
MS SQL機能を使用します。将来リリースおよびパッチは、このド
キュメントで特に指定されていない限り互換性が維持されます。シス

コは、将来の主要なIMおよびプレゼンスリリースでの新しいメジャー
DBリリースの互換性テストを含めることを計画しています。

Microsoft SQL Server

次のことが可能です。

•仮想化されたプラットフォームまたは仮想化されていないプラットフォームにデータベー
スを導入します。

• Windowsまたは Linuxオペレーティングシステムにデータベースを展開します (サポート
されている場合)。サポートされるオペレーティングシステムとプラットフォームの要件
の詳細については、データベースのマニュアルを参照してください。

• IPv4と IPv6は、外部データベースへの IMおよびプレゼンス接続によってサポートされて
います。

機能要件

外部データベース要件は、IM and Presence Service上で展開する機能によって異なります。特定
の IM andプレゼンス機能のサポート情報については、次の表を参照してください。
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表 2 :特定の IM and Presence機能の外部データベース要件

要 件機能

IM and Presenceサービスのクラスタ間全体には、少なくとも 1つの一
意の論理外部データベースインスタンス（テーブルスペース）が必

要です。Im andプレゼンスサービスクラスタ内の各 IM andプレゼン
スサービスノードまたは冗長グループの一意の論理外部データベース

インスタンスは、最適なパフォーマンスと拡張性を提供しますが、必

須ではありません。

サポート：

• Oracle

• PostgreSQL（バージョン 9.1以降）

• Microsoft SQL Server

永続的グループチャッ

ト機能

両方のプレゼンス冗長グループノードが同じ一意の論理外部データ

ベースインスタンスに割り当てられていることを確認します。

Oracle、PostgreSQL、およびMicrosoft SQLサーバは、永続的なチャッ
トのハイアベイラビリティのための外部データベースとしてサポート

されています。ただし、シスコでは、バックエンドデータベースの詳

細なサポートを提供していないことに注意してください。お客様は、

独自のバックエンドデータベースの問題を解決する責任を負います。

サポート：

• Oracle

• PostgreSQL

• Microsoft SQLサーバ

持続チャット機能の高

可用性

各 IM and Presence Serviceクラスタに対して最低1つの外部データベー
スを設定することを強くお勧めします。データベースサーバの容量

に応じて、クラスタに複数の外部データベースが必要となる場合があ

ります。

サポート：

• Oracle

• PostgreSQL

• Microsoft SQL Server

メッセージアーカイバ

(コンプライアンス)機
能
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要 件機能

IM and Presenceサービスクラスタ内の各 IM and Presenceサービスノー
ドに対して 1つの固有の論理外部データベースインスタンスが必要
です。

データベーステーブルのスペースは、複数のノードまた

はクラスタ間で共有でき、キャパシティとパフォーマン

スがオーバーロードされません。

（注）

サポート：

• Oracle

• PostgreSQL

• Microsoft SQL Server

マネージドファイル転

送機能

永続的グループチャット、メッセージアーカイバ(コンプライアンス)、および管理対象ファイ
ル転送のいずれかの組み合わせを展開すると、IM Andプレゼンスサービスノードのが機能し
ます。各機能は個別のデータテーブルを使用するため、同じ一意の論理外部データベースイン

スタンス (テーブルスペース)を機能間で共有できます。これは、データベースインスタンスの
容量によって異なります。

（注）

その他の資料
この手順では、IM and Presence Serviceで外部データベースを設定する方法のみを説明していま
す。外部データベースが必要な機能を完全に設定する方法については説明しません。完全に設

定するには、展開している機能に固有な次のマニュアルを参照してください。

• IM and Presence Serviceでのメッセージアーカイバ（コンプライアンス）機能の設定方法
については、『Instant Messaging Compliance for IM and Presence Service』を参照してくだ
さい。

• IM and Presence Serviceでの永続的なグループチャット機能の設定については、
『Configuration and Administration of IM and Presence Service』を参照してください。

• IM and Presence Serviceでの管理されたファイル転送機能の設定については、『Configuration
and Administration of the IM and Presence Service』を参照してください。

外部データベースの設定の前提条件
IM and Presence Serviceで外部データベースをインストールし、設定する前に、次のタスクを実
行します。
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•「Cisco Unified Communications Manager and the IM and Presence Serviceのインストールガイ

ド」で説明されているとおりに、IM and Presence Serviceノードをインストールします。

•「 Im Andプレゼンスサービスの設定と管理」で説明されているように、 im andプレゼン

スサービスノードを設定します。

IM and Presence Serviceを IPv6を使用して外部データベースサーバに接続する場合は、エン
タープライズパラメータが IPv6に設定されており、その Eth0が展開内の各ノードで IPv6に
設定されていることを確認します。そうしないと、外部データベースサーバへの接続に失敗し

ます。メッセージアーカイバと Cisco XCP Text Conference Managerは、外部データベースへの
接続に失敗します。IM and Presence Serviceでの IPv6の設定の詳細については、『Configuration
and Administration of IM and Presence Service』を参照してください。

注意

パフォーマンス上の考慮事項
IM and Presence Serviceで外部データベースを設定する場合は、次の推奨事項を考慮する必要が
あります。

•パフォーマンスの問題を回避するために、IM and Presence Serviceクラスタと外部データ
ベース間のラウンドトリップ遅延（RTT）を減らします。これは通常、IM and Presence
Serviceクラスタにできるだけ近い場所に外部データベースサーバーを配置することによっ
て実現されます。

• IM and Presence Serviceクラスタでパフォーマンスの問題を引き起こす外部データベースエ
ントリがいっぱいになることを許可しないでください。外部データベースの定期的なメン

テナンスは、IM and Presence Serviceのパフォーマンスの低下を防ぐ上で重要な役割を果た
します。

外部データベースメンテナンスでは、データベース内のレコード数が特定のしきい値に達する

と、データベースエンジン自体のクエリ実行メカニズムがさらに調整されます。

たとえば、MSSQLデータベースでは、パラメータスニッフィングと呼ばれるクエリ実行最適
化メカニズムをデフォルトで有効にすると、永続的なチャットサービスのパフォーマンスに悪

影響を与える可能性があります。この最適化メカニズムが具体的な IM and Presence Serviceク
エリのプランガイドに合わせて調整されない場合、永続的なチャットへのインスタントメッ

セージの配信に遅延が発生します。

（注）

関連トピック

PostgreSQLのマニュアル
Oracleのマニュアル
Microsoftサーバのマニュアル
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セキュリティの推奨事項について

外部データベース接続セキュリティ

IM and Presence Serviceは、OracleまたはMicrosoft SQL Serverがデータベースタイプとして選
択されている場合にのみ、外部データベースへのセキュアな TLS/SSL接続を提供します。IM
and Presence Serviceの展開を計画する場合にこのセキュリティ制限およびこのトピックに関す
る Ciscoの推奨事項を考慮することをお勧めします。

最大接続限度の設定

外部データベースへの最大接続許可数を制限することで、セキュリティを強化できます。ここ

で説明するガイドラインを使用して、展開に適したデータベースの接続数を計算します。この

項の設定はオプションです。ガイドラインの前提条件は次のとおりです。

• IM and Presence Serviceで、マネージドファイル転送、メッセージアーカイバ（コンプラ
イアンス）、および永続的グループチャットの各機能を実行している。

• Cisco Unified CM IM and Presence Administrationインターフェイスで、永続的グループ
チャット機能にデータベースへのデフォルトの接続数を設定する。

ガイドライン

PostgreSQL：max_connections = (N ×15) +追加の接続数

Oracle：QUEUESIZE = (N ×15) +追加の接続数

Microsoft SQLサーバ:同時接続の最大数 = (N x15) +その他の接続

• Nは IM and Presence Service クラスタ内のノード数です。

• 15は IM and Presence Service上のデータベースへのデフォルトの接続数、つまり、マネー
ジドファイル転送機能用の 5接続、メッセージアーカイバ機能用の 5接続、および永続
的グループチャット機能用の 5接続です。

•追加接続とは、データベースサーバへの個別の管理またはデータベース管理者（DBA）
の接続のことです。

PostgreSQL

PostgreSQLデータベースの接続数を制限するには、install_dir/dataディレクトリにある

postgresql.confファイルで max_connectionsの値を設定します。max_connectionsパラメー

タの値を上記ガイドラインと同じ値またはわずかに大きな値に設定することをお勧めします。

たとえば、IM and Presence Service クラスタに 6個のノードがあり、3個の DBA接続がさらに
必要な場合、上記のガイドラインを使用して、max_connectionsの値を 93に設定します。
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Oracle

Oracleデータベースの接続数を制限するには、install_dir/data ディレクトリにある listener.ora
ファイルで QUEUESIZEパラメータを設定します。QUEUESIZEパラメータの値を上記ガイド
ラインと同じに設定することをお勧めします。

たとえば、IM and Presence Service クラスタに 4つのノードがあり、1つの DBA接続がさらに
必要な場合は、上記ガイドラインを使用して、QUEUESIZEの値を 61に設定します。

Microsoft SQL Server

MS SQL Serverデータベースの同時接続数を制限するには、次の手順を実行します。キューの
サイズは上記のガイドラインと同じに設定することをお勧めします。

1. SQL Server Configuration Managerから、設定するノードを右クリックし、[ Properties]を
クリックします。

2. [Connections]を選択します。

3. [ Connections ]ペインで、[ Max number of maximum Connections ]ダイアログボックスに
0 ~ 32767の値を入力します。

4. Microsoft SQL Serverを再起動します。

デフォルトのリスナーポートの設定

この項の設定はオプションです。（注）

セキュリティを強化するために、外部データベースのデフォルトのリスニングポートを変更す

ることもできます。

• PostgreSQLの場合、 PostgreSQLリスニングポートの設定（11ページ）デフォルトのリ
スナーポートを編集する方法の詳細については、を参照してください。

• Oracleについては、リスナーの設定ファイルを編集してデフォルトのリスナーポートを編
集できます。

• Microsoft SQLサーバの場合、SQL Server Configuration Managerでデフォルトのリスナー
ポートとしてTCP/IPポート番号を割り当てることができます。詳細については、「Microsoft
SQL Serverのデフォルトリスナーポートセットアップ（24ページ）」を参照してくださ
い。
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第 2 章

PostgreSQLのインストール

この章では、PostgreSQLのインストールおよび設定について説明します。

• PostgreSQLデータベースのインストール（9ページ）
• PostgreSQLリスニングポートの設定（11ページ）
•ユーザアクセス制限の推奨事項（12ページ）

PostgreSQLデータベースのインストール

始める前に

•シスコでは、postgresql DBAが PostgreSQLサーバをインストールして維持することを推奨
しています。

•セキュリティの推奨事項について（7ページ）の項で PostgreSQLデータベースのセキュ
リティの推奨事項をご覧ください。

•サポートされているバージョンの詳細については、外部データベースの設定の要件（2
ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 次のコマンドを入力して、Postgresのユーザとしてデータベースサーバにサインインします。

>su - postgres

>psql

ステップ 2 新しいデータベースユーザを作成します。次の例では、tcuserという名前の新しいデータベー

スユーザを作成しています。

#CREATE ROLE tcuser LOGIN CREATEDB;
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PostgresSQLバージョン 8.4.xを展開する場合、手順のこの時点では、データベース
ユーザをスーパーユーザとして設定する必要があります。例：

#ALTER ROLE tcuser WITH SUPERUSER;

（注）

ステップ 3 データベースを作成します。データベースに ASCII文字のみが含まれる場合、SQL_ASCIIの
符号化でデータベースを作成します。データベースにASCII以外の文字が含まれる場合、UTF8
の符号化でデータベースを作成します。

次の例では、tcmadbという名前の SQL_ASCIIデータベースを作成しています。

#CREATE DATABASE tcmadb WITH OWNER tcuser ENCODING 'SQL_ASCII';

ステップ 4 データベースへのユーザアクセスを設定します。install_dir/data/pg_hba.confファイルを編

集して、postgresユーザと新しい tcuserユーザがデータベースにアクセスできるようにしま

す。例：

METHODCIDR-ADDRESSUSERデータベース# TYPE

password10.89.99.0/24tcusertcmadbホスト

password10.89.99.0/24mauserdbinstホスト

信頼またはMD5allalllocal1

1 Unixドメインソケット接続のみ。

ステップ 5 次のコマンドを入力して、postgresユーザと tcuserユーザのパスワードを定義します。

#ALTER ROLE postgres WITH PASSWORD 'mypassword';

#ALTER ROLE tcuser WITH PASSWORD 'mypassword';

IM and Presence Serviceで外部データベースエントリを設定する場合は、データベー
スユーザのパスワードを入力する必要があります。

（注）

ステップ 6 PostgreSQLバージョン 8.3.7またはそれ以降の 8.3.xリリースを実行している場合は、tcuser

の権限をスーパーユーザに変更して、このユーザにデータベースへのアクセスを許可します。

コマンド

#ALTER ROLE tcuser WITH SUPERUSER;

ステップ 7 リモートホストからのデータベースへの接続を設定します。install_dir/data/postgresql.conf

ファイルで listen_addressesパラメータを編集します。例：

listen_addresses = '*'

ステップ 8 PostgreSQLバージョン 9.1.1を実行している場合、postgresql.confファイルに次の値を設定す

る必要があります。

escape_string_warning = off

standard_conforming_strings = off

ステップ 9 PostgreSQLサービスを停止し、再起動します。例：
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/etc/rc.d/init.d/postgresql-8.3 stop

/etc/rc.d/init.d/postgresql-8.3 start

PostgreSQLサービスを停止および開始するコマンドは、PostgreSQLリリース間で
異なる場合があります。

（注）

ステップ 10 次のコマンドを入力して、postgresユーザとして新しいデータベースにサインインし、PL/pgSQL
を有効にします。

>psql tcmadb -U postgres

次の例のセミコロンまでは 1行で入力する必要があります。（注）

#CREATE FUNCTION plpgsql_call_handler () RETURNS LANGUAGE_HANDLER AS '$libdir/plpgsql'

LANGUAGE C;

#CREATE TRUSTED PROCEDURAL LANGUAGE plpgsql HANDLER plpgsql_call_handler;

トラブルシューティングのヒント

install_dir/data/postgresql.confファイルでは、次の設定項目をオンにしないでください（デ

フォルトで、これらの項目はコメントアウトされています）。

client_min_messages = log

log_duration = on

関連トピック

セキュリティの推奨事項について（7ページ）

PostgreSQLリスニングポートの設定

この項の設定はオプションです。（注）

デフォルトでは、Postgresqlデータベースはポート 5432で待機します。このポートを変更する
場合は、/etc/rc.d/init.d/postgresqlで PGPORT環境変数を新しいポート番号で編集する必要があ
ります。

PGPORT環境変数は /var/lib/pgsql/data/postgresql.confファイルでの「ポート」
パラメータ値を上書きするため、Postgresqlデータベースを新しいポート番号で待機させるに
は、PGPORT環境変数を編集する必要があります。

（注）
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手順

ステップ 1 /etc/rc.d/init.d/postgresqlで PGPORT環境変数を新しいポートで編集します。例：

IE: PGPORT=5555

ステップ 2 次のコマンドを入力して、PostgreSQLサービスを停止し、開始します。

# /etc/rc.d/init.d/postgresql start

# /etc/rc.d/init.d/postgresql stop

ステップ 3 次のコマンドを使用して、Postgresqlデータベースが新しいポートで待機していることを確認
します。

'lsof -i -n -P | grep postg'

postmaste 5754 postgres 4u IPv4 1692351 TCP *:5555 (LISTEN)

IPv6サーバの場合は、postmaste 5754 postgres 4u IPv6 1692351 TCP *:5555 (LISTEN)

と入力します。

ヒント

ステップ 4 ポート変更後にデータベースに接続するには、-p引数を使用してコマンドで新しいポート番号
を指定する必要があります。コマンドに -p引数がない場合、Postgresqlデータベースはデフォ
ルトポートの 5432の使用を試行し、データベースへの接続は失敗します。

例：

psql tcmadb -p 5555 -U tcuser

ユーザアクセス制限の推奨事項
外部データベースへのユーザアクセスを、特定のユーザや IM and Presence Serivceが使用する
データベースインスタンスのみに制限することを強く推奨します。<install_dir>/dataディレク
トリにある pg_hba.confファイルで、PostgreSQLデータベースへのユーザアクセスを制限でき
ます。

どのようなユーザでも任意のデータベースにアクセスできるようになってしまうため、ユーザ

とデータベースのエントリには「all」を設定しないでください。
注意

また、外部データベースにユーザアクセスを設定する際に、データベースアクセスに、「パ

スワード」方式を使用して、パスワード保護を設定することも推奨します。

IM and Presence Serviceでデータベースエントリを設定する際には、データベースユーザのパ
スワードを入力する必要があります。

（注）
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次に示すのは、pg_hba.confファイルでセキュアなユーザアクセスを設定する例と、それほど
セキュアではないユーザアクセスを設定する例です。

セキュアな設定例：

METHODCIDR-ADDRESSUSERデータベース# TYPE

パスワード10.89.99.0/24tcuser1dbinst1host

パスワード10.89.99.0/24mauser1dbinst2host

それほどセキュアではない設定例：

METHODCIDR-ADDRESSUSERデータベース# TYPE

trust10.89.99.0/24tcuser1dbinst1host

パスワード10.89.99.0/24alldbinst2host

それほどセキュアではない設定例での注記：

•最初のエントリでは、データベースにパスワード保護がありません。

• 2番目のエントリでは、どのユーザもデータベース「dbinst2」にアクセスできます。

関連トピック

PostgreSQLデータベースのインストール（9ページ）
PostgreSQLのマニュアル
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第 3 章

Oracleのインストール

この章では、Oracleデータベースのインストールおよび設定について説明します。

• Oracleデータベースのインストール（15ページ）
•新しいデータベースインスタンスの作成（17ページ）

Oracleデータベースのインストール

始める前に

•シスコは、Oracle DBAが Oracleサーバをインストールすることを推奨します。

•既知のOracle不具合 (ORA-22275)のパッチを更新する必要があります。これが行われない
場合、永続的なチャットルームは正常に動作しません。

• Oracleのマニュアルで Oracleデータベースのセキュリティの推奨事項をご覧ください。

•サポートされているバージョンの詳細については、外部データベースの設定の要件（2
ページ）を参照してください。

• Oracleバージョン11以前では、UTF8文字エンコーディングを使用するように Oracleデー
タベースを設定する必要があります。

• Oracleバージョン12では、UTF8が予期しない動作につながる可能性があるため、AL32UTF8
文字エンコーディングを使用するようにOracleデータベースを設定する必要があります。
たとえば、Oracle 12で UTF8を使用する場合、Cisco XCP Text会議マネージャサービスを
再起動するとチャットルームが削除されることがあります。

• Oracleデータベースをインストールするには、Oracleのマニュアルを参照してください。

テーブルスペースとデータベースユーザを作成するには、次のように sysdbaとしてOracleデー
タベースに接続します。

sqlplus / as sysdba
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手順

ステップ 1 テーブルスペースを作成します。

CREATE TABLESPACEコマンドの DATAFILEキーワードは、テーブルスペースのデータ

ファイルの配置場所を Oracleに通知します。
（注）

a) 次のコマンドを入力します。

CREATE TABLESPACE tablespace_name DATAFILE

'absolute_path_to_oracle_installation\oradata\database_name\datafile.dbf' SIZE 100M

AUTOEXTEND ON NEXT 1M MAXSIZE UNLIMITED LOGGING EXTENT MANAGEMENT LOCAL SEGMENT SPACE

MANAGEMENT AUTO;

• tablespace_nameを、テーブルスペースの名前で置き換えます。

• absolute_path_to_oracle_installationを、Oracleがインストールされている場所への絶対
パスで置き換えます。datafile.dbfを含むパス全体を、単一引用符で囲みます。

• database_nameを、データベースフォルダの名前で置き換えます。

• datafile.dbfは \oradata\の下のフォルダ内で作成する必要があります。この場合は

database_nameフォルダです。

• datafile.dbfを、作成するデータファイルの名前で置き換えます。

ステップ 2 データベースユーザを作成します。

CREATE USER user_name IDENTIFIED BY "new_user's_password" DEFAULT TABLESPACE

tablespace_name TEMPORARY TABLESPACE "TEMP" QUOTA UNLIMITED ON tablespace_name ACCOUNT

UNLOCK;

• user_nameを、新しいユーザのユーザ名で置き換えます。

CREATE USER user_nameコマンドでは、二重引用符がないとデフォルトの大文

字になり、引用符があると大文字と小文字が区別されます。

（注）

• "new_user's_password"を、新しいユーザのパスワードで置き換えます。

new_user's_passwordを二重引用符で囲むことで、その変数は大文字と小文字が
区別されます。デフォルトでは、SQLの IDは大文字と小文字が区別されませ
ん。

重要

• tablespace_nameを、テーブルスペースの名前で置き換えます。

ステップ 3 データベースユーザに権限を付与します。

次に、スキーマを作成またはアップグレードするために必要なデータベースユーザに必要な権

限と権限を付与する例を示します。

アップグレードの前に、すべての IM andプレゼンスサービスサービスがアップグ
レード後も通常どおりに動作するように、これらの権限と権限が付与されているこ

とを確認する必要があります。

（注）
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• GRANT CREATE SESSION TO user_name;

• GRANT CREATE TABLE TO user_name;

• GRANT CREATE PROCEDURE TO user_name;

• GRANT CREATE TRIGGER TO user_name;

スキーマを作成またはアップグレードした後、より大きなアクセス制御が必要な場合は、次の

権限を取り消すことができます。

アップグレードする前に、取り消された権限が再度付与されていることを確認しま

す。

（注）

• User_nameからテーブルの作成を取り消します。
• User_nameからの作成手順を取り消します。
• User_nameからトリガーの作成を取り消します。

IMおよびプレゼンスサービスでは、通常の操作のセッションの作成権限のみが必要で
す。

（注）

関連トピック

Oracleのマニュアル

新しいデータベースインスタンスの作成

手順

ステップ 1 dbcaコマンドを入力します。

[Database Configuration Assistant（データベース設定補助）]ウィザードが開きます。

ステップ 2 [次へ（Next）]をクリックします。
[Operations（操作）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [Create a Database（データベースの作成）]オプションボタンをクリックし、[Next（次へ）]
をクリックします。

[Database Templates（データベーステンプレート）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [General Purpose or Transaction Processing（汎用またはトランザクション処理）]オプション
ボタンをクリックし、[Next（次へ）]をクリックします。
[Database Identification（データベースの識別）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 この画面で一意のグローバルデータベース名を入力し、データベースの一意の Oracle System
Identifier（SID）も入力して、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 15で必要になるため、SIDをメモしておいてください。（注）

[管理オプション（Management Options）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 [Enterprise Manager（エンタープライズマネージャ）]タブでは、必要な設定がデフォルトで有
効になっていますが、バックアップとアラートの通知をオプションで設定できます。[次へ
（Next）]をクリックします。
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[Database Credentials（データベースの資格情報）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 7 そのウィンドウには、データベースユーザのパスワード認証を設定する2つのオプションがあ
ります。どちらかを選択し、[Next（次へ）]をクリックします。
[Database File Locations（データベースファイルの場所）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 8 [Storage Type（ストレージタイプ）]ドロップダウンリストは、インストールした Oracleと同
じはずです。[Use Oracle-Managed Files（Oracle管理ファイルの使用）]オプションボタンを
クリックし、[Next（次へ）]をクリックします。

これは、他のデータベースインスタンスと同じフォルダに新しいデータベースイ

ンスタンスを作成します。

（注）

[Recovery Configuration（復元設定）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 9 デフォルト値のまま、[Next（次へ）]をクリックします。
[データベースコンテンツ（Database Content）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 10 （オプション）サンプルスキーマを有効にする場合はそのチェックボックスをオンにして、

[次へ（Next）]をクリックします。
[初期化パラメータ（Initialization Parameters）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 11 [Memory（メモリ）]タブでは、データベースインスタンスのデフォルト値は 4GBのメモリと
なっています。必要に応じて、これをより多くまたはより少なく設定できます。

使用するメモリ量は多すぎないよう設定してください。多すぎると、その他のデー

タベースインスタンスでメモリが不足してしまいます。

（注）

ステップ 12 [Character Sets（文字セット）]タブで、[Use Unicode（Unicodeの使用）]オプションボタンを
クリックし、[Next（次へ）]をクリックします。
[Database Storage（データベースストレージ）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 13 デフォルト値のままにしておき、[Next（次へ）]をクリックします。
[Create Options（オプションの作成）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 14 [データベースの作成（Create Database）]チェックボックスを選択し、[完了（Finish）]をク
リックします。

ステップ 15 新しいデータベースインスタンスが作成されたら、次のコマンドを実行することによって、

Unixシステム上の（ステップ 5からの）ORACLE_SID環境変数を一時的に変更する必要があ
ります。

export ORACLE_SID=new_oracle_db_instance_sid

これでSIDが変更され、sqlplusを使用してログインする際に、古いインスタンスではなく新し
いインスタンスを使用することになります。その後に、Oracleデータベースのインストール
（15ページ）で手順を繰り返すことができます。

これらの手順が完了したら、バッシュプロファイルをソースとするか（バッシュプロファイ

ルに古い SIDがあることが前提）、または SIDを元の値に戻して exportコマンド（ステップ
15）を実行することで、ORACLE_SID環境変数を変更できます。
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第 4 章

Microsoft SQL Serverのインストール

この章では、Microsoft SQLのインストールおよび設定について説明します。

•非対応の暗号化データベース（19ページ）
• Microsoft SQL Serverのインストールと設定（19ページ）
• Microsoft SQL Serverを使用したアップグレードに必要なデータベース移行（25ページ）
• IM andプレゼンスリリース 11.5 (1)以降からのデータベーススキーマのアップグレード
（27ページ）

非対応の暗号化データベース
IM andプレゼンスサービスは、次の場合を除き、Microsoft SQLサーバで暗号化されたデータ
ベースをサポートしていません。

• IM and Presence Serviceは、メッセージアーカイバ機能の暗号化されたコンプライアンス
データベースをサポートしています。11.5 (x)リリースでは、この機能は 11.5 (1) SU5でサ
ポートされています。この機能は 12.0 (x)ではサポートされていませんが、12.5 (1)ではサ
ポートされています。

Microsoft SQL Serverのインストールと設定

始める前に

• Microsoft SQLデータベースのセキュリティの推奨事項については、「セキュリティの推
奨事項について」の項を確認してください。

•サポートされているバージョンについては、「外部データベースの設定の要件」を参照し
てください。

• MS SQL Serverをインストールするには、Microsoftのマニュアルを参照してください。
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XMPP仕様に従って、IM and Presence ServiceノードではUTF8の文字符号を使用します。これ
により、ノードは動作時に多数の言語を同時に使用することができ、クライアントインター

フェイスで言語の特殊別文字を正しく表示できるようになります。ノードでMicrosoft SQLを
使用する場合は、UTF8をサポートするように設定する必要があります。

（注）

Microsoft SQL Server Management Studioを使用してMS SQL Serverに接続します。

新しいMicrosoft SQL Serverデータベースの作成
新しいMicrosoft SQL Serverデータベースを作成するには、次の手順を使用します。

手順

ステップ 1 SQLサーバとWindows認証を有効にします。

a) 左側のナビゲーションウィンドウで、Microsoft SQL Serverの名前を右クリックし、[プロ
パティ（properties）]をクリックします。

b) [SQL ServerとWindows認証モードを有効にする（Enable SQL Server and Windows Authentication
mode）]をクリックします。

ステップ 2 左側のナビゲーションウィンドウで、[データベース（Databases）]を右クリックし、[新しい
データベース（New Database）]をクリックします。

ステップ 3 [データベース名（Database name）]フィールドに適切な名前を入力します。

ステップ 4 [OK]をクリックします。新しい名前が、データベースの下にネストされた左側のナビゲーショ
ンウィンドウに表示されます。

MSSQL名前付きインスタンスの設定
Microsoft SQLサーバブラウザサービスは、名前付きインスタンスへの着信接続に対して UDP
ポート1433をリッスンする役割を担います。SQL Server Browserサービスは、ダイナミックに
割り当てられた TCPポート番号を使用してクライアントに応答します。これは、名前付きイ
ンスタンスへのセッション接続に使用されます。

IM andプレゼンスはダイナミックポート割り当てをサポートしていないため、スタティック
TCPポートを使用するようにMicrosoft SQLサーバインスタンスを設定する必要があります。

名前付きインスタンスのリスニングポートを静的に割り当てるには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 SQL ServerがインストールされているMicrosoftサーバにログインします。
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ステップ 2 [ Start > Microsoft SQL Server > SQL Server Configuration ]を選択します。

ステップ 3 SQL Server Configuration Managerで、[ SQL Server Network Configuration > Protocols for
<named_Instance_name>]を選択し、[tcp/ip protocol name]を選択します。

ステップ 4 名前付きインスタンスの TCP/IPプロパティで、[ IPアドレス (IP Address )]タブを選択しま
す。この設定には、IP1、IP2、IP3、IP4、IP5、IP6、IPALLなどのいくつかの IP設定セクショ
ンがあります。

ステップ 5 上記の参照 IP設定セクションのそれぞれについて、次の手順を実行します。

a) [ <TCP Dynamic Ports> ]フィールドの設定をすべて削除します。
b) 指定されたインスタンスに使用する TCPポートを選択し、選択したポートで [ Tcpポート

(Tcp port )]フィールドを更新します。
c) SQL名前付きインスタンスのファイアウォールルールを追加します。

IM andプレゼンスで外部データベースを設定する場合は、必ず、SQL TCPポート
を前の手順で定義した値に更新してください。

（注）

新しいログインとデータベースユーザの作成

この手順を使用して、新しいログインおよびMicrosoft SQLデータベースユーザを作成しま
す。

手順

ステップ 1 左側のナビゲーションウィンドウで、[セキュリティ（Security）] > [ログイン（Login）]を右
クリックし、[新しいログイン（New Login）]をクリックします。

ステップ 2 [ログイン名（Login name）]フィールドに適切な名前を入力します。

ステップ 3 [SQL Server認証（SQL Server authentication）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [パスワード（Password）]フィールドに新しいパスワードを入力し、[パスワードの確認（Confirm
password）]フィールドでパスワードを確認します。

ステップ 5 [パスワードポリシーの適用（Enforce password policy）]チェックボックスをオンにします。

[パスワード有効期限ポリシーの適用（Enforce password expiration policy）]が選択さ
れていないことを確認します。このパスワードは、IM and Presenceサービスがデー
タベースに接続するために使用するもので、期限切れであってはなりません。

（注）

ステップ 6 [デフォルトのデータベース（Default database）]ドロップダウンリストから、この新しいユー
ザを適用するデータベースを選択します。

ステップ 7 [ログイン-新規（Login - New）]ウィンドウの左側のナビゲーションウィンドウで、[ユーザ
マッピング（User Mapping）]をクリックします。

ステップ 8 [このログインにマップされたユーザ（Users mapped to this login）]リストで、このユーザを追
加するデータベースを確認します。

IM and Presence Serviceリリース 12.5(1)SU2データベースセットアップガイド
21

Microsoft SQL Serverのインストール

新しいログインとデータベースユーザの作成



ステップ 9 [ユーザマッピング（User Mapping）]をクリックし、[このペインにマップされたユーザ（Users
mapped to this pane）]ペインの [マップ（Map）]列で、すでに作成したデータベースのチェッ
クボックスをオンにします。

ステップ 10 [サーバロール（Server Roles）]で、[パブリック（public）]ロールのチェックボックスのみが
オンになっていることを確認します。

ステップ 11 [OK]をクリックします。[セキュリティ（Security）] > [ログイン（Logins）]で、新しいユー
ザが作成されます。

データベースユーザ所有者権限の付与

この手順を使用して、Microsoft SQLデータベースの所有権をデータベースユーザに付与しま
す。

手順

ステップ 1 左側のナビゲーションウィンドウで、[データベース（Databases）]をクリックし、作成した
データベースの名前をクリックして、[セキュリティ（Security）] > [ユーザ（Users）]をクリッ
クします。

ステップ 2 所有者権限を追加するデータベースユーザの名前を右クリックし、[プロパティ（Properties）]
をクリックします。

ステップ 3 [データベースユーザ（Database User）]ペインで、[メンバーシップ（Membership）]をクリッ
クします。

ステップ 4 [ロールメンバー（Role Members）]リストで、[db_owner]チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [OK]をクリックします。

（オプション）データベースユーザアクセスの制限

データベース所有者としてのデータベースユーザを削除し、Microsoft SQL Serverデータベー
スのデータベースユーザにさらにオプション制限を適用する場合は、この手順を使用します。

IM and Presenceサービスのアップグレード中に、データベーススキーマのアップグレードが行
われる場合は、データベースユーザにデータベースの所有者権限が必要です。

注意

始める前に

必ず「IM and Presenceサービスを外部データベース用に設定する（29ページ）」の章の手順
を実行してください。
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手順

ステップ 1 ストアドプロシージャを実行するための新しいデータベースロールを作成します。

a) 左側のナビゲーションウィンドウで、[データベース（Databases）]をクリックし、新し
いデータベースロールを追加するデータベースの名前をクリックします。

b) [役割（Roles）]を右クリックし、[新しいデータベースロール（New Database Role）]を
クリックします。

c) [データベースロール（Database Role）]ウィンドウで、[全般（General）]をクリックし
ます。

d) [ロール名（Role name）]フィールドに適切な名前を入力します。
e) [セキュリティ設定可能（Securables）]をクリックし、次に [検索（Search）]をクリック

して [オブジェクトの追加（Add Objects）]ウィンドウを開きます。
f) [特定のオブジェクト（Specific Objects）]オプションボタンを選択し、[OK]をクリック

します。

g) [オブジェクトタイプ（Object Types）]をクリックして、[オブジェクトタイプの選択
（Select Object Types）]ウィンドウを開きます。

h) [オブジェクトタイプの選択（Select Object Types）]ウィンドウで、[ストアドプロシー
ジャ（Stored procedures）]チェックボックスをオンにして、[OK]をクリックします。ス
トアドプロシージャが [これらのオブジェクトタイプを選択（Select these object types）]
ペインに追加されます。

i) [参照（Browse）]をクリックします。
j) [オブジェクトの参照（Browse for Objects）]ウィンドウで、次のチェックボックスをオ

ンします。

• [dbo][jabber_store_presence]

• [dbo][ud_register]

• [dbo][ps_get_affiliation]

• [dbo][tc_add_message_clear_old]

• [dbo][wlc_waitlist_update]

k) [OK]をクリックします。新しい名前が [選択するオブジェクト名を入力（Enter the object
names to select）]ペインに表示されます。

l) [オブジェクトの選択（Select Objects）]ウィンドウで、[OK]をクリックします。
m) [データベースロール（Database Role）]ウィンドウで、[セキュリティ設定可能

（Securables）]リスト内のオブジェクトリストの最初のエントリをクリックします。
n) [明示的（Explicit）]リストで、[実行（Execute）]権限の [付与（Grant）]チェックボッ

クスをオンにします。

o) [セキュリティ設定可能（Securables）]リストのすべてのオブジェクトに対してステップ
13と 14を繰り返します。

p) [OK]をクリックします。
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新しいデータベースロールが [セキュリティ（Security）] > [役割（Roles）] > [データ
ベースロール（Database Roles）]で作成されます。

ステップ 2 データベースユーザのデータベースロールのメンバーシップを更新するには、次の手順を実
行します。

a) [セキュリティ（Security）] > [ユーザ（Users）]で、作成したデータベースユーザを右ク
リックし、[プロパティ（Properties）]をクリックします。

b) [データベースユーザ（Database User）]ウィンドウで、左側のナビゲーションウィンドウ
にある [メンバーシップ（Membership）]をクリックします。

c) [ロールメンバー（Role Members）]ペインで、[db_owner]チェックボックスをオフにしま
す。

d) [db_datareader]、[db_datawriter]およびステップ 1で作成したデータベースロールのチェッ
クボックスをオンにします。

ステップ 3 [OK]をクリックします。

Microsoft SQL Serverのデフォルトリスナーポートセットアップ
デフォルトのリスナーポートとして SQL Serverデータベースエンジンに TCP/IPポート番号を
割り当てます。

手順

ステップ 1 SQL Server Configuration Managerで、コンソールで [ sql server Network Configuration > >
protocol] [tcp/ip]をクリックします。

ステップ 2 [ Tcp/ipプロパティ (Tcp/ip Properties )]ダイアログボックスの [ipアドレス (ip Addresses)]タブ
で、設定する ipアドレスを右クリックし、[プロパティ (Properties)]をクリックします。

ステップ 3 [ TCP Dynamic Ports ]ダイアログボックスに値0が含まれている場合は、このチェックボック
スをオンにします。0を削除します。これにより、データベースエンジンがダイナミックポー
トでリッスンしないようにします。

ステップ 4 [ Ipn Properties ]ペインで、[ TCP port ]ペインで、この IPアドレスをリッスンするポート番
号を入力します。

ステップ 5 [OK]をクリックします。

ステップ 6 コンソールペインで [ SQL Server Services ]をクリックします。

ステップ 7 [ Details ]ペインで、[ SQL server ] (インスタンス名)を右クリックし、[ restart]をクリックし
てMicrosoft SQLサーバを停止して再起動します。
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Microsoft SQL Serverを使用したアップグレードに必要な
データベース移行

Microsoft SQL Serverを IM and Presence Serviceの外部データベースとして展開していて、11.5(1)、
11.5(1)SU1、または 11.5(1)SU2からアップグレードする場合は、新しい SQL Serverデータベー
スを作成し、その新しいデータベースに移行する必要があります。この作業は、このリリース

で強化されたデータタイプのサポートのために必要です。データベースを移行しないと、既存

のSQL Serverデータベースでスキーマの検証に失敗し、持続チャットなどの外部データベース
に依存するサービスが開始されません。

IM and Presenceサービスをアップグレードした後、この手順を使用して、新しい SQL Server
データベースを作成し、新しいデータベースにデータを移行します。

この移行は、Oracleまたは PostgreSQLの外部データベースでは必要ありません。（注）

はじめる前に

データベースの移行は、MSSQL_migrate_script.sqlスクリプトに依存します。コピーを
入手するには、Cisco TACにお問い合わせください。

表 3 :

タスク手順

外部Microsoft SQL Serverデータベースのスナップショットを作成します。ステップ 1

新しい（空の）SQL Serverデータベースを作成します。詳細については、
『Database Setup Guide for the IM and Presence Service』の次の章を参照してく
ださい。

1. 「Microsoft SQL Installation and Setup」：アップグレードされた IMと
Presenceサービスで新しい SQL Serverデータベースを作成する方法の詳
細については、この章を参照してください。

2. 「IM and Presence Service External Database Setup」：新しいデータベース
を作成した後、この章を参照して、IM and Presenceサービスにデータベー
スを外部データベースとして追加します。

ステップ 2
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タスク手順

システムトラブルシュータを実行して、新しいデータベースにエラーがない

ことを確認します。

1. Cisco Unified CM IM and Presence Administrationから、[診断
（Diagnostics）] > [システムトラブルシュータ（System Troubleshooter）]
を選択します。

2. [外部データベーストラブルシュータ（External Database Troubleshooter）]
セクションにエラーが表示されていないことを確認します。

ステップ 3

すべての IM and Presenceサービスのクラスタノード上で Cisco XCPルータを
再起動します。

1. [Cisco Unified IM and Presenceのサービスアビリティ（Cisco Unified IM and
Presence Serviceability）]から、[ツール（Tools）] > [コントロールセンター
-ネットワークサービス（Control Center - Network Services）]を選択しま
す。

2. [サーバ（Server）]メニューから、IM and Presenceサービスノードを選択
し、[移動（Go）]をクリックします。

3. IM and Presence Servicesの下で、Cisco XCP Routerを選択して、再起動を
クリックします。

ステップ 4

外部データベースに依存するサービスをオフにします。

1. [Cisco Unified IM and Presenceのサービスアビリティ（Cisco Unified IM and
Presence Serviceability）]から、[ツール（Tools）] > [コントロールセンター
-機能サービス（Control Center - Feature Services）]を選択します。

2. [サーバ（Server）]メニューから、IM and Presenceノードを選択し、[移動
（Go）]をクリックします。

3. [IMおよびプレゼンスサービス IM and Presence Services）]の下で、次の
サービスを選択します。

Cisco XCP Text Conference Manager

Cisco XCP File Transfer Manager

Cisco XCP Message Archiver

4. [停止（Stop）]をクリックします。

ステップ 5

次のスクリプトを実行して、古いデータベースから新しいデータベースにデー

タを移行します。MSSQL_migrate_script.sql

このスクリプトのコピーを入手するには、Cisco TACにお問い合
わせください。

（注）

ステップ 6
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タスク手順

システムトラブルシュータを実行して、新しいデータベースにエラーがない

ことを確認します。

1. Cisco Unified CM IM and Presence Administrationから、[診断
（Diagnostics）] > [システムトラブルシュータ（System Troubleshooter）]
を選択します。

2. [外部データベーストラブルシュータ（External Database Troubleshooter）]
セクションにエラーが表示されていないことを確認します。

ステップ 7

以前に停止したサービスを開始します。

1. [Cisco Unified IM and Presenceのサービスアビリティ（Cisco Unified IM and
Presence Serviceability）]から、[ツール（Tools）] > [コントロールセンター
-機能サービス（Control Center - Feature Services）]を選択します。

2. [サーバ（Server）]メニューから、IM and Presenceノードを選択し、[移動
（Go）]をクリックします。

3. [IMおよびプレゼンスサービス（IM and Presence Services）]の下で、次
のサービスを選択します。

Cisco XCP Text Conference Manager

Cisco XCP File Transfer Manager

Cisco XCP Message Archiver

4. [開始（Start）]をクリックします。

ステップ 8

外部データベースが稼働していることと、すべてのチャットルームが Cisco
Jabberクライアントから認識可能であることを確認します。新しいデータベー
スが動作していることが確かな場合にのみ、古いデータベースを削除してく

ださい。

ステップ 9

IM andプレゼンスリリース 11.5 (1)以降からのデータベー
ススキーマのアップグレード

IM and Presence Serviceを使用して外部データベースとして導入されたMicrosoft SQLデータ
ベースがある場合は、次のいずれかのシナリオを選択してデータベーススキーマをアップグ

レードします。

IM and Presence Serviceリリース 12.5(1)SU2データベースセットアップガイド
27

Microsoft SQL Serverのインストール

IM andプレゼンスリリース 11.5 (1)以降からのデータベーススキーマのアップグレード



表 4 : MSSQLデータベーススキーマのアップグレードシナリオ

手順シナリオ

MSSQLデータベースのアップグレード方法の詳細について
は、『IM and Presence Serviceデータベースセットアップガイ
ド』の「Microsoft SQL Serverを使用したアップグレードに必
要なデータベース移行」セクションを参照してください。

これにより、テキストからnvarchar (最大)の列タイプに必要な
変更が行われます。

IM and Presence Service 11.5
(1)、11.5 (1) SU1、または 11.5
(1) SU2リリースからのアップ
グレード

IM and Presence Serviceサーバーに接続されているMSSQLデー
タベースは、IM and Presence Serviceのアップグレード中に自
動的にアップグレードされます。これにより、nvarchar (4000)
から nvarchar (最大)までの列タイプに必要な変更が行われま
す。

列タイプが nvarchar (4000)の古いデータベースに
接続するなど、何らかの理由でアップグレードを

手動でトリガーする場合、次のアクションは列タ

イプをnvarchar (最大)に変更することによってデー
タベースをトリガーしてアップグレードします。

（注）

• Cisco xcp Config Managerを再起動した後、
Cisco XCP Routerサービスを再起動します。
または

•外部データベースのスキーマ検証中：データ
ベースをテキスト会議（TC）、メッセージ
アーカイバ（MA）、または非同期ファイル転
送（AFT）サービスに割り当て、[外部データ
ベース設定（External Database Settings）]ペー
ジをリロードします。（Cisco Unified CM IM
and Presence管理ユーザーインターフェイスか
ら、[メッセージング（Messaging）] > [外部
サーバーの設定（External Server Setup）] >
[外部データベース（External Databases）]の
順に選択し、データベースを見つけて選択し

て [外部データベースの設定（External
DatabaseSettings）]ページをロードします）。

IM and Presence Service
11.5(1)SU3以降からのアップ
グレード
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第 5 章

IM and Presenceサービスを外部データベー
ス用に設定する

この章では、外部データベース用の IM and Presence Serviceの設定について説明します。

•外部データベースの割り当てについて（29ページ）
• IM and Presence Serviceでの外部データベースエントリの設定（30ページ）
•持続チャットの高可用性のための外部データベース（33ページ）
•メッセージアーカイバのネットワーク遅延, on page 33
•外部データベースの接続の検証（35ページ）
• IM and Presence Serviceでの外部データベースの接続ステータスの検証（36ページ）

外部データベースの割り当てについて

外部データベースおよびノードの割り当て

IM and Presence Serviceで外部データベースエントリを設定する際に、次のように、外部デー
タベースをクラスタ内のノード（複数可）に割り当てます。

•メッセージアーカイバ（コンプライアンス）：クラスタごとに1つ以上の外部データベー
スが必要です。展開の要件によっては、ノードごとに一意の外部データベースを設定する

こともできます。

•永続的グループチャット：ノードごとに一意の外部データベースが必要です。クラスタ内
のノードごとに、固有の外部データベースを設定し、割り当てます。

• Cisco XCP File Transfer Managerサービスが有効になっている IM and Presence Serviceクラ
スタ/サブクラスタ内の各 IM and Presence Serviceノードに、 1つの固有の論理外部データ
ベースインスタンスが必要です。

• IM and Presence Service ノードに永続的グループチャット機能、メッセージアーカイバ機
能、およびマネージドファイル転送機能を展開する場合は、これらの機能のすべてまたは

任意の組み合わせに同じ外部データベースを割り当てることができます。

IM and Presence Serviceリリース 12.5(1)SU2データベースセットアップガイド
29



詳細については、次の付録および項を参照してください。

•メッセージアーカイバ：『Instant Messaging Compliance for IM and Presence Service on Cisco
Unified Communications Manager』

•永続的グループチャット：『Configuration and Administration of IM and Presence Service on
Cisco Unified Communications Manager』

•マネージドファイル転送：『Configuration and Administration of IM and Presence Service on
Cisco Unified Communications Manager』

関連トピック

IM and Presence Serviceでの外部データベースエントリの設定（30ページ）
外部データベースの接続（30ページ）

外部データベースの接続

IM and Presence Serviceは、外部データベースエントリを設定した場合に外部データベースへ
の接続を確立しません。外部データベースは、この時点でデータベーススキーマを作成してい

ません。ノードに外部データベースエントリを割り当てた場合にのみ IM and Presence Service
は外部データベースとODBC（Open Database Connectivity）接続を確立します。IM and Presence
Serviceが接続を確立すると、外部データベースは IM and Presence Service機能用のデータベー
ステーブルを作成します。

ノードに外部データベースエントリを割り当てると、Cisco Unified CM IM and Presence Service
Administrationユーザインターフェイスでシステムトラブルシュータを使用して接続を検証
できます。

関連トピック

IM and Presence Serviceでの外部データベースエントリの設定（30ページ）
IM and Presence Serviceでの外部データベースの接続ステータスの検証

IM and Presence Serviceでの外部データベースエントリ
の設定

クラスタの IM and Presence Serviceデータベースのパブリッシャノードで、この設定を実行し
ます。
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IM and Presence Service ノードを IPv6を使用して外部データベースサーバに接続する場合は、
エンタープライズパラメータが IPv6に設定されており、そのEth0が展開内の各ノードで IPv6
に設定されていることを確認します。そうしないと、外部データベースサーバへの接続に失敗

します。Message ArchiverおよびCisco XCP Text Conference Managerは、外部データベースに接
続できずに失敗します。IM and Presence Serviceでの IPv6の設定の詳細については、
『Configuration and Administration of IM and Presence Service on Cisco Unified Communications
Manager』を参照してください。

注意

始める前に

•外部データベースをインストールし、設定します。

•外部データベースのホスト名または IPアドレスを取得します。

• Oracleを使用している場合は、テーブルスペース値を取得します。Oracleデータベースの
テーブルスペースが取得できるかを判断するには、sysdbaとして次のクエリを実行しま
す。

SELECT DEFAULT_TABLESPACE FROM DBA_USERS WHERE USERNAME = 'USER_NAME';

ユーザを小文字で定義していた場合でも、ユーザ名は大文字で、

単一引用符（文字列リテラル）で囲む必要があります。そうしな

いと、このコマンドは失敗します。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM IM and Presence Administrationのユーザインターフェイスにログインしま
す。[メッセージング（Messaging）] > [外部データベースの設定（External Server Setup）] >
[外部データベース（External Databases）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 外部データベースのインストールで定義した、データベースの名前を入力します。例：tcmadb。

ステップ 4 ドロップダウンリスト、 postgres、Oracle、またはMicrosoft SQLサーバからデータベースタイ
プを選択します。

ステップ 5 データベースの種類として Oracleを選択した場合は、テーブルスペース値を入力します。

ステップ 6 外部データベースのインストールで定義した、データベースユーザ（所有者）のユーザ名を入

力します。例：tcuser。

ステップ 7 データベースユーザのパスワードを入力し、確認します。例：mypassword。

外部データベースのパスワードの長さは、30文字以下にする必要があります。（注）

ステップ 8 外部データベースのホスト名または IPアドレスを入力します。
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ステップ 9 外部データベースのポート番号を入力します。

Postgres (5432)、Oracle (1521)、Oracle with ssl enabled (2484)、およびMicrosoft SQLサーバ (1433
)のデフォルトのポート番号は、[ port Number ]フィールドにあらかじめ入力されています。
必要に応じて、別のポート番号を入力することを選択できます。

ステップ 10 データベースの種類として OracleまたはMicrosoft SQL Serverを選択した場合は、[SSLの有効
化（Enable SSL）]チェックボックスがアクティブになります。SSLを有効にするには、その
チェックボックスを選択します。

•データベースタイプとして [Microsoft SQL Server]を選択した場合は、[ Certificate
Name ]ドロップダウンリストが非アクティブのままになります。これは、
Microsoft SQLサーバから送信された証明書を検証するために、カップ-xmpp信
頼リスト内のすべての証明書が使用されるためです。

•データベースタイプとしてMicrosoft SQL Serverを選択した場合、ホスト名は
アップロードされた証明書の[共通名（Common Name）]フィールドと同じで
ある必要があります。

（注）

データベースタイプとして Oracleを選択した場合は、証明書名 (Certificate Name )]ドロップ
ダウンリストがアクティブになります。ドロップダウンリストから証明書を選択します。

• [Enable SSL（SSLの有効化）]チェックボックスまたは [Certificate（証明書）]
ドロップダウンフィールドが修正された場合は、外部データベースに割り当て

られている該当するサービスを再起動する通知が送信されます。Cisco XCP
Message ArchiverまたはCisco XCP Text Conference Managerのいずれかに関する
メッセージが生成されます。

• SSLを有効にする必要がある証明書は、cup-xmpp-trustストアにアップロード
する必要があります。SSLを有効にする前に、この証明書をアップロードする
必要があります。

•証明書が cup-xmpp-trustストアにアップロードされたら、証明書が IM and
Presence Service クラスタのすべてのノードに伝達されるまで、15分間待機す
る必要があります。待機しなければ、証明書が伝達されていないノードでSSL
接続は失敗します。

•証明書がないか、cup-xmpp-trustストアから削除されている場合は、
XCPExternalDatabaseCertificateNotFoundのアラームがCisco Unified Communications
Manager Real Time Monitoring Tool（RTMT）で発生します。

選択した外部データベースタイプがMicrosoft SQLサーバである場
合、アラームは発生しません。

（注）

•次の暗号方式がMicrosoft SQLサーバでテストされています。

• TLS_RSA_WITH_AES_128_CBC_SHA256

• TLS_RSA_WITH_AES_128_CBC_SHA

• TLS_RSA_WITH_AES_256_CBC_SHA256

（注）
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ステップ 11 [保存（Save）]をクリックします。

関連トピック

外部データベースの接続の検証（35ページ）

持続チャットの高可用性のための外部データベース
サポートされているバージョンについては、『Database Setup Guide for IM and Presence Service』
の「External Database Setup Requirements」の項を参照してください。

図 1 : Oracle高可用性設定

メッセージアーカイバのネットワーク遅延
Acrolinx URLの https://ciscoenterprise.acrolinx.cloud
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Cisco IM and Presence Serviceは、永続的なチャット、メッセージアーカイブ、またはコンプラ
イアンスロギングに対して有効になっています。ネットワーク遅延を低く保つために、外部

データベースサーバーを関連する Cisco IM and Presence Serviceサブクラスタと同じWAN側に
配置することをお勧めします。

外部データベースを、関連付けられた Cisco IM and Presence Serviceサブクラスタと同じWAN
の側に配置できない場合は、展開プロファイルと遅延に関して次の考慮事項が適用されます。

Figure 2: WANを介した外部データベースを備えたメッセージアーカイバ

Message Archiver機能は遅延に依存します。ラウンドトリップ時間（RTT）による許容可能な
ネットワーク遅延をモデル化する場合、次のパラメータが適用されます。

• Cisco IM and Presence Serviceあたりのユーザー数

•時間間隔ごとの平均メッセージ数

•アクティブなチャットルームの数

•アクティブなチャットルームあたりの平均ユーザー数

•時間間隔ごとのアクティブなチャットルームあたりの平均メッセージ数

•ユーザーあたりの平均ログインデバイス数

ネットワーク遅延が長くなるにつれて、ユーザー、デバイス、および/またはユーザーあたり
のメッセージの数を減らす必要があります。
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Figure 3:最大遅延/RTTプロット

最大遅延/RTTの計算

ここで提供するガイドラインを使用して、最大遅延/RTTを計算します。

ガイドライン

指定された数の毎月のアーカイブメッセージの最大遅延/RTT時間（ミリ秒）は、次の式を使
用して計算されます。

最大 RTT=8∗10⁷∗TMM⁻⁰·⁸⁶⁷

TMMは、1か月あたりのアーカイブされたメッセージの合計数を表します。

外部データベースの接続の検証
外部データベースを割り当てた後に、install_dir/data/pg_hba.confファイルまたは

install_dir/data/ postgresql.confファイルで設定を変更した場合は、次の手順を実行しま

す。

手順

ステップ 1 IM and Presence Serviceノードへの外部データベースの割り当てを解除し、もう一度割り当てま
す。

ステップ 2 Cisco XCP Routerサービスを再起動します。Cisco Unified IM and Presence Serviceabilityのユー
ザインターフェイスにログインします。[Tools（ツール）] > [Control Center - Network Services
（コントロールセンタ -ネットワークサービス）]を選択して、このサービスを再起動しま
す。
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関連トピック

PostgreSQLのインストール（9ページ）
Oracleのインストール（15ページ）
Microsoft SQL Serverのインストール（19ページ）

IM and Presence Serviceでの外部データベースの接続ス
テータスの検証

IM and Presence Serviceは、外部データベースで次のステータス情報を提供します。

•データベース到達可能性：IM and Presence Serviceが外部データベースを pingできること
を確認します。

•データベース接続：IM and Presence Serviceが外部データベースとの Open Database
Connectivity（ODBC）接続を確立したことを確認します。

•データベーススキーマ検証：外部データベーススキーマが有効になっていることを確認
します。

IM and Presence Service ノードを IPv6を使用して外部データベースサーバに接続する場合は、
エンタープライズパラメータが IPv6に設定されており、そのEth0が展開内の各ノードで IPv6
に設定されていることを確認します。そうしないと、外部データベースサーバへの接続に失敗

します。メッセージアーカイバ（コンプライアンス）と Cisco XCP Text Conference Manager
は、外部データベースへの接続に失敗します。IM and Presence Serviceでの IPv6の設定の詳細
については、『Configuration and Administration of IM and Presence Service on Cisco Unified
Communications Manager』を参照してください。

注意

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM IM and Presence Administrationのユーザインターフェイスにログインしま
す。[メッセージング（Messaging）] > [外部サーバの設定（External Server Setup）] > [外部
データベース（External Databases）]の順に選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 表示する外部データベースエントリを選択します。

ステップ 4 [External Database Status（外部データベースのステータス）]の項で、外部データベースの各結
果エントリの横にチェックマークがあることを検証します。

ステップ 5 Cisco Unified CM IM and Presence Administrationのユーザインターフェイスで、[Diagnostics
（診断）] > [System Troubleshooter（システムトラブルシュータ）]を選択します。
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ステップ 6 [External Database Troubleshooter（外部データベースのトラブルシュータ）]の項で、外部デー
タベースの各接続エントリのステータスの横にチェックマークがあることを検証します。

トラブルシューティングのヒント

• IM and Presence Serviceは、外部データベースへの ODBCが失われた場合にアラームを生
成します。

• IM and Presence Serviceがすでに外部データベースに接続されているときに外部データベー
スユーザーのパスワードを変更しても、既存の接続には影響しません。Cisco XCP Router
サービスを再起動すると、既存の接続が破棄され、新しいパスワードが新しい接続の作成

に使用されます。

ユーザーパスワードが外部データベースでのみ変更された場合、外部データベースに依存

する設定済みの IM and Presence機能は、古いユーザーパスワードで確立された既存の接続
を使用して引き続き機能します。ただし、この一時的なフェーズは最小限に抑え、できる

だけ早く IM and Presence Serviceのパスワードも更新する必要があります。

•また、psqlコマンドを使用して、Postgresデータベース接続のステータスを確認すること
もできます。このコマンドを実行するには、リモートのサポートアカウントから Linux
シェルにサインインする必要があります。管理者の CLIからはアクセスできません。
Postgresデータベースをインストールしてから、IM and Presence Service ノードにデータ
ベースを割り当てるまでの間に次のコマンドを実行します。

psqlを実行するには、最初に、次のコマンドを入力して環境変数

を設定する必要があります。

$export LD_LIBRARY_PATH=$LD_LIBRARY_PATH:/usr/local/xcp/lib

重要

以下を入力します。

$sudo -u xcpuser /usr/local/xcp/bin/psql -U db_user -h db_server db_name

例：

$sudo –u xcpuser /usr/local/xcp/bin/psql –U postgres -h node1 tcmadb

•ルートから次のコマンドを実行することで、Oracleデータベース接続のステータスを検証
できます。

export ORACLE_HOME=/usr/lib/oracle/client_1/

export PATH="$ORACLE_HOME/bin:$PATH"

export LD_LIBRARY_PATH="$ORACLE_HOME/lib:$LD_LIBRARY_PATH"

sqlplus username/password@dsn

dsn値は $ORACLE_HOME/network/admin/tnsnames.ora ファイルから取得できます。

•ルートから次のコマンドを実行することによって、Microsoft SQLデータベース接続のス
テータスを確認できます。
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$sudo-u XCPUSER tdsver = 7.3/usr/local/xcp/bin/tsql -H mssql_server_hostname -p の

ポート番号-u ユーザ名 -D databasename

•メッセージアーカイバ（コンプライアンス）機能を設定している状況で、CiscoXCPMessage
Archiverサービスの起動に失敗した場合、または、永続的グループチャット機能を設定し
ている状況で、Cisco Text Conference Managerサービスの起動に失敗した場合は、[システ
ム設定トラブルシュータ（System Configuration Troubleshooter）]ウィンドウの [外部デー
タベーストラブルシュータ（External Database Troubleshooter）]セクションを確認します。

•外部データベース接続のステータスが [OK]になっていない場合は、正しい接続の詳
細が指定されていることと、IM and Presence Service ノードと外部データベースホス
ト間にネットワークの問題がないことを確認します。

•外部データベース接続のステータスが [OK]になっているが、スキーマ検証ステータ
スがそうなっていない場合は、外部データベースを割り当て解除し、ノードに割り当

て直します。

•証明書が cup-xmpp-trustストアにアップロードされたら、証明書が IM and Presence Service
クラスタのすべてのノードに伝達されるまで、15分間待機する必要があります。待機しな
ければ、証明書が伝達されていないノードで SSL接続は失敗します。

•証明書がないか、cup-xmpp-trustストアから削除されている場合は、
XCPExternalDatabaseCertificateNotFoundのアラームがCisco Unified Communications Manager
Real Time Monitoring Tool（RTMT）で発生します。

選択された外部データベースのタイプがMicrosoft SQL Serverの場
合、アラームは発生しません。

（注）
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第 6 章

データベーステーブル

この章では、IM and Presence Serviceノードをサポートするために、スキーマで作成される外部
データベースのテーブルについて説明します。

IM and Presence Serviceは、デフォルトで外部データベースに27個のテーブルを生成しますが、
ここでは、このモジュールで説明されるテーブルのみを使用します。

（注）

外部データベースのデータを変更する必要がある場合は、これらの変更を行った後に、Cisco
XCP Text会議マネージャサービスを再起動していることを確認します。

（注）

• AFT_LOGテーブル（39ページ）
• TC_ROOMSテーブル（42ページ）
• TC_USERSテーブル（43ページ）
• TC_MESSAGESテーブル（44ページ）
• TC_TIMELOGテーブル（45ページ）
• TC_MSGARCHIVEテーブル（45ページ）
• JMテーブル（46ページ）

AFT_LOGテーブル
AFT_LOGテーブルには、Cisco Unified Communications Manager IM and Presence Serviceのマネー
ジドファイル転送機能の使用中に発生したファイル転送に関する情報が格納されます。

Indexes: "aft_log_pkey" PRIMARY KEY, btree (aft_index)

説明Null以
外

Microsoft
SQLデー
タ型

Oracleの
データ型

Postgresのデー
タ型

カラム名

トランザクションを識別するシーケンス番号。はいbigintNUMBER
(19)

BIGINTAFT_INDEX
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説明Null以
外

Microsoft
SQLデー
タ型

Oracleの
データ型

Postgresのデー
タ型

カラム名

ファイルをアップロードまたはダウンロードしたユーザの Jabber ID（JID）。
この列の内容は、METHOD列の内容によって異なります。

• METHOD列に "POST"が含まれている場合は、ファイルをアップロード
したユーザの JIDになります。

• METHOD列に "GET"が含まれている場合は、ファイルをダウンロードし
たユーザの JIDになります。

はいnvarchar(3071)VARCHAR2
(3071)

VARCHAR
(3071)

JID

ファイル転送の意図された受信者であるユーザ、グループチャット、または

パーシステントルームの JID。
はいnvarchar(3071)VARCHAR2

(3071)
VARCHAR
(3071)

TO_JID

この列には、ユーザがファイルをアップロードしたことを示す POSTか、ユー
ザがファイルをダウンロードしたことを示す GETのどちらかを含めることが
できます。

はいnvarchar(63)VARCHAR2
(63)

VARCHAR
(63)

METHOD

アップロードまたはダウンロードされたファイルのリソース名。リソース名は

HTTP要求内のファイルを識別します。IM and Presence Serviceで自動生成され
ます。

はいnvarchar(511)VARCHAR2
(511)

VARCHAR
(511)

ファイル名

ユーザによってアップロードされたファイルの実際の名前。はいnvarchar(511)VARCHAR2
(511)

VARCHAR
(511)

REAL_FILENAME

jpg、txt、pptx、docxなどのファイル拡張子。はいnvarchar(10)VARCHAR2
(10)

VARCHAR
(10)

FILE_TYPE

1対 1の IM会話中にファイルが転送された場合は "im"。

アドホックグループチャットの会話中にファイルが転送された場合は

"groupchat"。

ファイルがパーシステントチャットルームに転送された場合は "persistent"。

はいnvarchar(10)VARCHAR2
(10)

VARCHAR
(10)

CHAT_TYPE

ファイルが保存されるファイルサーバのホスト名または IPアドレス。はいnvarchar(511)VARCHAR2
(511)

VARCHAR
(511)

FILE_SERVER

ファイルサーバ上のファイルへの絶対パス（ファイル名を含む）。リポジトリ

に保存されるファイル名は、一意で、IM and Presence Serviceによって自動生成
されます。

はいnvarchar(511)VARCHAR2
(511)

VARCHAR
(511)

FILE_PATH

バイト単位のファイルサイズ。はいbigintNUMBER
(19)

BIGINTFILESIZE

転送されたバイト数。この数値は、転送中にエラーが発生した場合にだけ

FILESIZEと異なります。
はいbigintNUMBER

(19)
BIGINTBYTES_

TRANSFERRED

ファイルがアップロードまたはダウンロードされた日付と時刻（UTC）。はいtimestampTIMESTAMPTIMESTAMPTIMESTAMPVALUE

AFT_LOGテーブルのサンプル SQLクエリ
ここでは、特定の情報を抽出するために AFT_LOGテーブルで実行可能なサンプル SQLクエ
リを紹介します。
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すべてのアップロードされたファイル

次のSQLクエリは、マネージドファイル転送機能を使用してアップロードされたすべてのファ
イルと画面キャプチャのレコードを返します。

SELECT file_path

FROM aft_log

WHERE method = 'Post';

特定の受信者にアップロードされたすべてのファイル

次の SQLクエリは、マネージドファイル転送機能を使用して、ユーザ <userid>にアップロー
ドされたすべてのファイルと画面キャプチャのレコードを返します。

ダウンロードされたファイルと画面キャプチャのレコードには to_jidフィールドにデータが含
まれていません。

（注）

SELECT file_path

FROM aft_log

WHERE to_jid = '<userid>@<domain>';

特定の送信者によってアップロードされたすべてのファイル

次の SQLクエリは、ユーザ <userid>がマネージドファイル転送機能を使用してアップロード
したすべてのファイルと画面キャプチャのレコードを返します。

SELECT file_path

FROM aft_log

WHERE jid LIKE '<userid>@<domain>%' AND method = 'Post';

特定のユーザによってダウンロードされたすべてのファイル

次の SQLクエリは、ユーザ <userid>がマネージドファイル転送機能を使用してダウンロード
したすべてのファイルと画面キャプチャのレコードを返します。

SELECT file_path

FROM aft_log

WHERE jid LIKE '<userid>@<domain>%' AND method = 'Get';

IM会話中にアップロードまたはダウンロードされたすべてのファイル

次の SQLクエリは、マネージドファイル転送機能を使用した IM会話でアップロードまたは
ダウンロードされたすべてのファイルと画面キャプチャのレコードを返します。

SELECT file_path
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FROM aft_log

WHERE chat_type = 'im';

特定の時間の経過後に特定のユーザによってアップロードされたすべてのファイル

次の SQLクエリは、特定の時間の経過後にユーザ <userid>がマネージドファイル転送機能を
使用してアップロードしたすべてのファイルと画面キャプチャのレコードを返します。

SELECT file_path

FROM aft_log

WHERE jid LIKE '<userid>@<domain>%' AND method = 'Post' AND timestampvalue > '2014-12-18

11:58:39';

AFT_LOGテーブルの SQLクエリの出力例

これらのクエリのいずれかからの出力は次のようになります。

/opt/mftFileStore/node_1/files/im/20140811/15/file_name1

/opt/mftFileStore/node_1/files/im/20140811/15/file_name2

/opt/mftFileStore/node_1/files/im/20140811/15/file_name3

/opt/mftFileStore/node_1/files/im/20140811/15/file_name4

...

/opt/mftFileStore/node_1/files/im/20140811/15/file_name99

/opt/mftFileStore/node_1/files/im/20140811/15/file_name100

外部ファイルサーバをクリーンアップするための出力の使用

この出力と rmコマンドを使用して、外部ファイルサーバから不要なファイルを削除すること
ができます。たとえば、外部ファイルサーバ上で次のコマンドを実行できます。

rm /opt/mftFileStore/node_1/files/im/20140811/15/file_name1

rm /opt/mftFileStore/node_1/files/im/20140811/15/file_name2

rm /opt/mftFileStore/node_1/files/im/20140811/15/file_name3

など。

TC_ROOMSテーブル
TC_ROOMSテーブルには、グループチャットルームの情報が含まれます。
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説明Null以
外

Microsoft SQL
データ型

Oracleのデータ
型

Postgresのデー
タ型

カラム名

ルームの IDです。はいnvarchar(3071)VARCHAR2
(3071)

VARCHAR
(3071)

ROOM_JID

ルームを作成したユーザの IDです。はいnvarchar(3071)VARCHAR2
(3071)

VARCHAR
(3071)

CREATOR_JID

ルームの現在の件名です。はいnvarchar(255)VARCHAR2
(255)

VARCHAR
(255)

件名

制約 check_typeです。この値は、「ad-hoc」または
「persistent」のいずれかである必要があります。

はいnvarchar(32)VARCHAR2
(32)

VARCHAR (32)TYPE

ルームが最後に設定された時刻からのパケット全体で

す。この情報は、ルームがもう一度作成される場合に

（例：起動時）、ルームを再設定できるようにします。

はいnvarchar (最大)CLOBTEXTCONFIG

件名がルームに最後に設定された時刻からのパケット全

体です。この情報は、ルームがもう一度作成される場合

に、ルームの件名を表示できるようにします。

はいnvarchar (最大)CLOBTEXTSPACKET

TC_MSGARCHIVEテーブルのMSG_IDカラムに入力す
る際に使用される連続番号です。

この値は変更しないでください。

はいbigintNUMBER (19)BIGINTSTART_MSG_ID

TC_MSGARCHIVEテーブルのMSG_IDカラムに入力す
る際に使用される連続番号です。

この値は変更しないでください。

はいbigintNUMBER (19)BIGINTNEXT_MSG_ID

TC_USERSテーブル
TC_USERSテーブルには、役割や所属、代替名などの、グループチャットルームのユーザに
関連付けられているデータが含まれます。

説明Null以外Microsoft SQL
データ型

Oracleのデータ
型

Postgresのデー
タ型

カラム名

ルームの IDです。はいnvarchar(3071)VARCHAR2
(3071)

VARCHAR
(3071)

ROOM_JID

ルームでのユーザの IDです。この値は、代替名ではな
く、ユーザの実際の IDです。

はいnvarchar(3071)VARCHAR2
(3071)

VARCHAR
(3071)

REAL_JID
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説明Null以外Microsoft SQL
データ型

Oracleのデータ
型

Postgresのデー
タ型

カラム名

ルームでのユーザの役割です。この値は、次のいずれ

かに限定されます：「none」、「hidden」、「visitor」、
「participant」、または「moderator」。

はいnvarchar(32)VARCHAR2 (32)VARCHAR (32)ROLE

ルームでのユーザの所属です。この値は、次のいずれ

かに限定されます：「none」、「outcast」、
「member」、「admin」、または「owner」。

はいnvarchar(32)VARCHAR2 (32)VARCHAR (32)AFFILIATION

ルームの IDとユーザの代替名です。形式は
room@tc-server/nickです。

はいnvarchar(3071)VARCHAR2
(3071)

VARCHAR
(3071)

NICK_JID

ユーザの所属が最後に変更されたときに入力した理由

です。

はいnvarchar(255)VARCHAR2
(255)

VARCHAR (255)REASON

設定変更が行われたルームの IDです。はいnvarchar(3071)VARCHAR2
(3071)

VARCHAR
(3071)

INITIATOR_JID

TC_MESSAGESテーブル
TC_MESSAGESテーブルには、グループチャットルームで送信されるメッセージが含まれま
す。

説明Null以外Microsoft
SQLデータ
型

Oracleのデータ
型

Postgresのデー
タ型

カラム名

メッセージの IDです。MSG_IDはチャットルームごと
の各メッセージの一意な識別子です。これは、グローバ

ルに一意ではありません。

はいbigintNUMBER (19)BIGINTMSG_ID

メッセージの送信先となったルームの IDです。はいnvarchar(3071)VARCHAR
(3071)

VARCHAR
(3071)

ROOM_JID

メッセージが送信された日時です。はい日時TIMESTAMPTIMESTAMPSTAMP

メッセージ全体です。はいnvarchar (最
大)

CLOBTEXTMSG
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TC_TIMELOGテーブル
TC_TIMELOGテーブルには、ユーザが特定のグループチャットルームに入退室した時刻が含
まれます。グループチャットの会話をもう一度作成したり、会話を表示したユーザを確定する

ために、このテーブルはその他の TCテーブルと併用される場合があります。

説明Null以外Microsoft SQL
データ型

Oracleのデータ
型

Postgresのデー
タ型

カラム名

ルームに入っているユーザ、またはルームから離れ

ているユーザの IDです。
はいnvarchar(3071)VARCHAR2

(3071)
VARCHAR
(3071)

REAL_JID

ルームの IDとユーザの代替名です。形式は
room@tc-server/nickです。

はいnvarchar(3071)VARCHAR2
(3071)

VARCHAR
(3071)

NICK_JID

ユーザがルームに入った（E）か、ルームから離れた
（L）かを示します。値は、「E」および「L」に限
定されます。

はいnvarchar(1)VARCHAR2 (1)VARCHAR (1)DIRECTION

ユーザがルームに入った日時、またはルームから離

れた日時です。IMPサーバからの UTC形式です。
はい日時TIMESTAMPTIMESTAMPSTAMP

TC_MSGARCHIVEテーブル
TC_MSGARCHIVEテーブルには、グループチャットルームのメッセージと関連情報が保管さ
れます。

IM and Presence Serviceでグループチャットをオンにすると、すべてのメッセージがこのテー
ブルにアーカイブされます。Cisco Unified CM IM and Presence Administrationのユーザイン
ターフェイスで、[Archive all room messages（すべてのルームメッセージをアーカイブする）]
オプションを選択します。[Messaging（メッセージング）] > [Conferencing and Persistent Chat
（会議と永続的なチャット）]を選択します。グループチャット機能については、『Configuration
and Administration of IM and Presence Service on Cisco Unified Communications Manager』を参照し
てください。

（注）

説明Null以外Microsoft SQL
データ型

Oracleのデータ
型

Postgresのデータ
型

カラム名

メッセージの一意の識別子です。はいbigintNUMBER (19)BIGINTMSG_ID

メッセージを受信したルームの IDです。はいnvarchar(3071)VARCHAR2
(3071)

VARCHAR (3071)TO_JID
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説明Null以外Microsoft SQL
データ型

Oracleのデータ
型

Postgresのデータ
型

カラム名

メッセージを送信したユーザの IDです。はいnvarchar(3071)VARCHAR2
(3071)

VARCHAR (3071)FROM_JID

ルームの IDと送信者の別名です。例：

room@conference.exmpl.com/nick

はいnvarchar(3071)VARCHAR2
(3071)

VARCHAR (3071)NICK_JID

メッセージが送信された日付です。IMPサーバか
らの UTC形式。

はい日時TIMESTAMPTIMESTAMPSENT_DATE

メッセージのタイプ属性の最初の文字です。可能

な値は、「c」（チャット）、「n」（標準）、
「g」（グループチャット）、「h」（見出し）、
および「e」（エラー）です。

はいnvarchar(1)VARCHAR2 (1)VARCHAR (1)MSG_TYPE

メッセージ本文の文字の長さです。はいintNUMBER (9)INTBODY_LEN

件名と本文を含むメッセージの文字の長さです。はいintNUMBER (9)INTMESSAGE_LEN

メッセージ本文です。いいえnvarchar(4000)VARCHAR2
(4000)

VARCHAR (4000)BODY_STRING

未加工パケット全体です。いいえnvarchar(4000)VARCHAR2
(4000)

VARCHAR (4000)MESSAGE_ STRING

メッセージ本文が4000文字を超えている場合は、
BODY_STRINGフィールドの代わりにこのフィー
ルドに保管されます。

いいえnvarchar (最大)CLOBTEXTBODY_TEXT

未加工パケット全体が4000文字を超えている場合
は、MESSAGE_STRING列の代わりにこの列に保
管されます。

いいえnvarchar (最大)CLOBTEXTMESSAGE_TEXT

ルームの現在の件名です。いいえnvarchar(255)VARCHAR2
(255)

VARCHAR (255)件名

JMテーブル
JMテーブルには、メッセージアーカイバコンポーネントの会話と関連情報が保存されます。
メッセージアーカイバコンポーネントは、IM and Presence Service上でネイティブなコンプラ
イアンス機能を提供します。
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説明Null以外Microsoft SQL
データ型

Oracleのデータ
型

Postgresのデータ
型

カラム名

アーカイブされたメッセージを送信している

ユーザの Jabber ID（JID）。
はいnvarchar(3071)VARCHAR2

(3071)
VARCHAR (3071)TO_JID

アーカイブされたメッセージを受信している

ユーザの JID。
はいnvarchar(3071)VARCHAR2

(3071)
VARCHAR (3071)FROM_JID

メッセージが送信された日付です。IMPサー
バからの UTC形式。

はい日時TIMESTAMPTIMESTAMPSENT_DATE

アーカイブされることになるメッセージの件

名です。

いいえnvarchar(128)VARCHAR2
(128)

VARCHAR (128)件名

アーカイブされることになるメッセージのス

レッド IDです。メッセージスレッドが開始
されると、IMクライアントは値を提供し、
スレッドのすべての関連メッセージでこの値

が使用されます。これらの値は一意であり、

関連するアーカイブ済みメッセージのグルー

プを識別する必要があります。

いいえnvarchar(128)VARCHAR2
(128)

VARCHAR (128)THREAD_ID

メッセージのタイプ属性の最初の文字です。

設定可能な値は次のとおりです。

•「c」：チャット

•「n」：標準

•「g」：グループチャット

•「h」：見出し

•「e」：エラー

はいnvarchar(1)VARCHAR2 (1)VARCHAR (1)MSG_TYPE

メッセージが「O」（発信）か、「I」（着
信）かを示します。同じサーバ上のユーザ間

でメッセージが送信される場合は、2回（発
信としての 1回と着信としての 1回）記録さ
れます。

はいnvarchar(1)VARCHAR2 (1)VARCHAR (1)DIRECTION

メッセージ本文の文字の長さです。はいintNUMBER (9)INTBODY_LEN

件名と本文を含むメッセージの文字の長さで

す。

はいintNUMBER (9)INTMESSAGE_LEN

メッセージ本文です。いいえnvarchar(4000)VARCHAR2
(4000)

VARCHAR (4000)BODY_STRING
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説明Null以外Microsoft SQL
データ型

Oracleのデータ
型

Postgresのデータ
型

カラム名

未加工パケット全体です。いいえnvarchar(4000)VARCHAR2
(4000)

VARCHAR (4000)MESSAGE_ STRING

メッセージ本文が 4000文字を超えている場
合は、BODY_STRINGフィールドの代わりに
このフィールドに保管されます。

いいえnvarchar (最
大)

CLOBTEXTBODY_TEXT

未加工パケット全体が 4000文字を超えてい
る場合は、MESSAGE_STRINGフィールドの
代わりにこのフィールドに保管されます。

いいえnvarchar (最
大)

TEXTTEXTMESSAGE_TEXT

ルームの履歴メッセージが新しい参加者に送

信される場合に使用します（既存ルームに

入った場合）。これにより、ルームに実際に

参加している間に受信したメッセージと、履

歴送信の一部として受信したメッセージとを

区別することができます。後者のメッセージ

タイプには、データベースで

HISTORY_FLAG=「H」のフラグが付けられ
ます。そうでない場合、この列は「N」に設
定されます。

はいnvarchar(1)VARCHAR2 (1)VARCHAR (1)HISTORY_FLAG

JMテーブルへのサンプル SQLクエリ
この項では、特定の情報を抽出するための、JMテーブルで実行できるサンプル SQLクエリを
紹介します。次のクエリは、テーブルからすべての列を選択しますが、SQLクエリにどの情報
を含めるかについて、さらに選択することができます。

特定のユーザによって送信されたすべてのインスタントメッセージ

次の SQLクエリは、特定のユーザによって送信されたすべてのインスタントメッセージを返
します。

SELECT to_jid, sent_date, subject, thread_id, msg_type, direction, body_len, message_len,

body_string, message_string, body_text, message_text, history_flag

FROM jm

WHERE from_jid like 'bob@cisco.com%';

特定のユーザが受信するすべてのインスタントメッセージ

以下の SQLクエリは特定のユーザが受信するすべてのインスタントメッセージを返します。

SELECT from_jid, sent_date, subject, thread_id, msg_type, direction, body_len,
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message_len, body_string, message_string, body_text, message_text, history_flag

FROM jm

WHERE to_jid like 'bob@cisco.com%';

特定のワードを含むすべてのインスタントメッセージ

次の SQLクエリは、特定のワードを含むすべてのインスタントメッセージを返します。

SELECT to_jid, from_jid, sent_date, subject, thread_id, msg_type, direction, body_len,

message_len, body_string, message_string, body_text, message_text, history_flag

FROM jm

WHERE LOWER(body_string) like LOWER('%hello%');

特定の日付以降のすべてのインスタントメッセージの会話とチャットルーム

次の SQLクエリは、特定の日付以降のすべてのインスタントメッセージの会話とチャット
ルームを返します。

SELECT to_jid, from_jid, sent_date, subject, thread_id, msg_type, direction, body_len,

message_len, body_string, message_string, body_text, message_text, history_flag

FROM jm

WHERE CAST(sent_date AS Character(32)) like '2011-01-31%';

IM and Presence Serviceリリース 12.5(1)SU2データベースセットアップガイド
49

データベーステーブル

特定のワードを含むすべてのインスタントメッセージ



IM and Presence Serviceリリース 12.5(1)SU2データベースセットアップガイド
50

データベーステーブル

特定の日付以降のすべてのインスタントメッセージの会話とチャットルーム



第 7 章

データベース管理

•外部データベースクリーンアップユーティリティ（51ページ）
•外部データベースのマージ（53ページ）
• 1つの外部データベースから別のデータベースへの永続的なチャットルームの移行（56
ページ）

外部データベースクリーンアップユーティリティ
外部データベースクリーンアップユーティリティを使用すると、管理者は外部データベースの

拡張を簡単に管理できるため、システムが最適なレベルで実行され続けることが保証されま

す。このユーティリティでは、外部データベースを継続的にモニタするジョブを作成し、期限

切れになった古いレコードを自動的に削除することができます。これにより、外部データベー

スに十分なスペースが確保され、オフにしたデータベースの増加によってシステムパフォーマ

ンスが影響を受けることがなくなります。

外部データベースのクリーンアップユーティリティを使用して、次の IMおよびプレゼンスサー
ビス機能の外部データベースの拡張を管理できます。これらの機能はそれぞれ外部データベー

スに依存します。

•常設チャットのハイアベイラビリティ

•マネージドファイル転送

•メッセージアーカイバ

連携動作

次のインタラクションが適用されます。

•データベースから削除されたレコードは、アーカイブされずに削除されます。

•データベースクリーンアップユーティリティはオフラインモードで実行できます。

•永続的なチャットルームの設定オプションは、保持期間のクラスタ全体の設定を上書きす
るために提供されます。これにより、チャットルームの所有者は、制御された範囲内の設
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定をカスタマイズできます。これは、このメニューオプションを有効にするための Jabber
クライアントの変更によって異なります。

ストアドプロシージャ

External Database Cleanup Utilityは、次のストアドプロシージャを使用してレコードを削除しま
す。

• tc_msgarchive_auto_cleanup

• tc_timelog_auto_cleanup

• aft_log_auto_cleanup

• im_auto_cleanup

外部データベースクリーンアップユーティリティの実行

External Database Cleanup Utilityを実行して、期限切れのレコードを外部データベースから削除
するには、この手順を使用します。手動クリーンアップを実行して、1回限りのデータベース
からのレコード削除を実行したり、外部データベースからレコードを自動的に監視および削除

するようにシステムを設定することもできます。

手順

ステップ 1 データベースパブリッシャノードで Cisco Unified CM IM and Presence Administrationにログイ
ンします。

ステップ 2 メッセージング >外部データベースの設定 >外部データベースを選択します。

ステップ 3 外部 DBのクリアをクリックします。

ステップ 4 次のいずれかを実行します。

•パブリッシャノードに接続する外部データベースを手動でクリーンアップするには、
samecupノードを選択します。

•サブスクライバノードに接続する外部データベースを手動でクリーンアップする場合は、
その他の CupNodeを選択してから、外部データベースの詳細を選択します。

•外部データベースを自動的にモニタおよびクリーンアップするシステム設定の場合は、自
動クリーンアップオプションボタンをオンにします。

自動クリーンアップを設定する前に、手動でのクリーンアップを実行することを推

奨します。

（注）

ステップ 5 いつまでさかのぼってファイル削除をするかの日数を設定します。たとえば、90を入力した場
合、システムは 90日前以前の古いレコードを削除します。

ステップ 6 データベースのインデックスとストアドプロシージャを作成するには、スキーマの更新をク
リックします。
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スキーマの更新は、このジョブを最初に実行するときにのみです。（注）

ステップ 7 いつまでさかのぼってファイル削除をするかの日数を設定します。たとえば、90を入力した場
合、システムは 90日より前の古いレコードを削除します。

ステップ 8 機能テーブルセクションで、レコードをクリーンアップする各機能を選択します。

•テキスト会議：常設チャット機能のデータベーステーブルを消去するには、このオプショ
ンを選択します。

•メッセージアーカイバ（MA）:メッセージアーカイバ機能のデータベーステーブルをク
リーンアップするには、このオプションを選択します。

•非同期ファイル転送（AFT）：マネージドファイル転送機能のデータベーステーブルを
消去するには、このオプションを選択します。

ステップ 9 [クリーンアップジョブを送信（Submit Clean-up Job）]をクリックします。

[自動（Automatic）]オプションが有効になっていて、それを無効にする場合は、
[自動クリーンアップジョブの無効化（Disable Automatic Clean-up Job）]ボタンを
クリックします。

（注）

次のタスク

手動クリーンアップを実行したばかりの場合は、この手順を繰り返して、自動クリーンアップ

を選択して、レコードを自動的に監視して削除するようにユーティリティを設定します。

外部データベースのクリーンアップユーティリティのトラブルシュー

ティング

外部データベースユーティリティで問題が発生した場合は、次のコマンドを実行します。

•データベースパブリッシャノードが外部データベースに接続できること、およびデータ
ベースがプロビジョニングされていることを確認してください。[ Messaging > External
Server SETUP > external Databases > external DB Configuration]を選択して、データベー
スパブリッシャノードでこれを確認できます。

• PostgreSQLデータベースの場合は、IM andプレゼンスデータベースパブリッシャノード
に、他の設定済みのすべての外部データベースへのフルアクセス権限があることを確認し

てください。

外部データベースクリーンアップツールのログは、admin logs:
/var/log/active/tomcat/logs/cupadmin/log4j/で入手できます。

外部データベースのマージ
外部データベースをマージするには、以下の手順を使用します。
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Microsoft SQLデータベースに関しては、外部データベースのマージはサポートされていませ
ん。

（注）

オプション。11.5 (1)以前のリリースからアップグレードしており、複数の外部データベース
を使用して冗長性を管理している場合は、外部データベースのマージツールを使用して、外部

データベースを 1つのデータベースにマージします。

例

11.5 (1)以前のリリースからアップグレードしており、常設チャットノードごとに個別の外部
データベースインスタンスに接続する場合は、以下の手順を使用して、サブクラスタ内の2つ
のデータベースを 1つのデータベースにマージして、両方のノードに接続します。

始める前に

• 2つのソースおよび対象データベースが、プレゼンス冗長グループの各 IM and Presence
Serviceノードに正しく割り当てられていることを確認します。これにより両方のスキーマ
が有効であることが確認されます。

•対象データベースのテーブルスペースをバックアップします。

•対象データベース上に、新しくマージされたデータベースが十分に収まる領域があること
を確認します。

•ソースデータベースと接続先データベース用に作成されたデータベースユーザに、以下
のコマンドを実行する権限があることを確認します。

• CREATE TABLE

• CREATE PUBLIC DATABASE LINK

•データベースユーザにこれらの権限がない場合は、次のコマンドを使用して付与すること
ができます。

• PostgreSQL：

CREATE EXTENTION：dblinkを作成し、スーパーユーザ権限または dbowner権限を要求
します。その後、次のコマンドを実行して dblinkの EXECUTE権限を付与します。

GRANT EXECUTE ON FUNCTION DBLINK_CONNECT(text) to <user>

GRANT EXECUTE ON FUNCTION DBLINK_CONNECT(text,text) to <user>

• Oracle：

GRANT CREATE TABLE TO <user_name>;

GRANT CREATE PUBLIC DATABASE LINK TO <user_name>;

• PostgreSQL外部データベースを使用している場合は、以下のアクセスが pg_hbaファイル
に設定されていることを確認してください。
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• IM and Presenceパブリッシャノードは、各外部データベースに対して完全なアクセス
権を持っている必要があります。

•外部 PostgreSQLデータベースには、各データベースインスタンスへの完全なアクセ
ス権が必要です。たとえば、外部データベースが 192.168.10.1に設定されている場合
は、各データベースインスタンスが、pg_hbaファイル内で host dbName username

192.168.10.0/24 passwordと構成されていなければなりません。

手順

ステップ 1 IM and Presence Serviceパブリッシャノード上の [Cisco Unified CM IM and Presenceの管理（Cisco
Unified CM IM and Presence Administration）]にサインインします。

ステップ 2 プレゼンス冗長グループの各 IM and Presence Serviceノードの [システム（System）] > [サービ
ス（Services）]ウィンドウで Cisco XCP Text Conference Serviceを停止します。

ステップ 3 [メッセージング（Messaging）] > [外部データベースの設定（External Server Setup）] > [外部
データベースジョブ（External Database Jobs）]をクリックします。

ステップ 4 マージジョブのリストを表示するには、[検索（Search）]をクリックします。新しいジョブを
追加するには、[マージジョブの追加（Add Merge Job）]を選択します。

ステップ 5 [外部データベースのマージ（Merging External Databases）]ウィンドウで、次の情報を入力し
ます。

•データベースタイプドロップダウンリストからOracleあるいは Postgresを選択します。

•マージされたデータを含む 2つのソースデータベースと対象データベースの IPアドレス
とホスト名を選択します。

[データベースタイプ（Database Type）]に [Oracle]を選択した場合、テーブルスペース名と
データベース名を入力します。[データベースタイプ（Database Type）]に [Postgres]を選択し
た場合、データベース名を指定します。

ステップ 6 [Featureテーブル（Feature Tables）]ペインで、[Text Conference（TC）]チェックボックスがデ
フォルトでオンになっています。現在のリリースでは、その他の選択肢はありません。

ステップ 7 [選択したテーブルの検証（Validate Selected Tables）]をクリックします。

Cisco XCP Text Conferenceサービスが停止していなければ、エラーメッセージが表
示されます。サービスが停止していれば、検証は完了します。

（注）

ステップ 8 [検証の詳細（Validation Details）]ペインにエラーがなければ、[選択したテーブルをマージ
（Merge Selected Tables）]をクリックします。

ステップ 9 マージが正常に完了したら、[外部データベースの検索と一覧表示（FindAndListExternalDatabase
Jobs）]ウィンドウがロードされます。ウィンドウを更新し、新しいジョブを表示するには、
[検索（Find）]をクリックします。

ウィンドウを更新し、新しいジョブを表示するには、[検索（Find）]をクリックします。

詳細を表示するには、ジョブの [ID]をクリックします。
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ステップ 10 Cisco XCP Routerサービスを再起動します。

ステップ 11 両方の IM and Presence Serviceノードで Cisco XCP Text Conference Serviceを開始します。

ステップ 12 新たにマージされた外部データベース（接続先データベース）は、プレゼンス冗長グループに

再度割り当てる必要があります。

1つの外部データベースから別のデータベースへの永続的
なチャットルームの移行

既存の外部データベースからすべての常設なチャットルームを、IMおよびプレゼンスノード
を変更することなく、同じタイプまたは異なるタイプの新しいデータベースに移動することが

できます。これにより、たとえば Oracleから Oracle、OracleからMSSQL、MSSQLから
PostgreSQLまでのように、すべての常設チャットルームを1つのデータベースから別のデータ
ベースに移行することが可能になります。

この状況で、常設チャット、メッセージアーカイバ、または非同期ファイル転送などの IM
サービスとプレゼンスサービスに新しいデータベースが接続されている場合、サービスはまず

データベースに IMとプレゼンススキーマが存在するかどうかを確認します。スキーマが存在
する場合は、同じものを再利用します。ただし、必要な IMとプレゼンススキーマがデータベー
スに存在しない場合にのみ、新しいスキーマが作成されます。

データ移行後は、アプリケーションに管理者としてログインするか、テーブルに対してそれぞ

れの selectステートメントを実行することにより、新しく構成された外部データベースのバッ
クエンドを介して確認できます。

データベースの変更に必要な特定のレベルのアクセスはありません。（注）

次の手順では、永続的なチャットルームを Oracleから PostgreSQLへの移行が検討され、この
手順で説明したデータのインポート/エクスポートに使用するツールについてのみ説明してい
ます。この目的のために任意のツールを選択できます。

始める前に

IM andプレゼンスノードで新しい外部データベースを設定し、設定する必要があります。詳細
については、IM and Presence Serviceでの外部データベースエントリの設定（30ページ）を参
照してください。

手順

ステップ 1 IM andプレゼンスノードの既存の外部データベースから永続的なチャットルームをエクスポー
トします。
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ステップ 2 新しいデータベースにデータをインポートします。

ステップ 3 設定されている外部データベースエントリを、それぞれの IMノードとプレゼンスノードに割
り当てます。

ステップ 4 次のプレゼンスサービス（XCPルーター、Text Conference Managerおよびメッセージアーカイ
バ）を再起動します。

ステップ 5 サービスを再起動した後に確認を行うには、Cisco Jabberにログインして、チャットルームが
使用可能であるかどうかを確認します。

シナリオ例

さまざまな外部データベース間で常設チャットルームを移行する方法をより明確にするため

に、次の手順が含まれています。Cisco Jabberと、Oracle、PostgreSQL、MSSQLなどのさまざ
まなデータベース間で常設チャットルームを移行することを検討しています。これらの手順で

説明したデータのインポートまたはエクスポートに使用されるツールは、一例にすぎません。

ですが、この目的のために任意のツールを選択できます。

• Oracleから PostgreSQLへの永続的なチャットルームの移行（57ページ）

• OracleからMSSQLへの永続的なチャットルームの移行（59ページ）

• 2つの Oracleデータベース間での常設チャットルームを移行（60ページ）

• MSSQLから PostgreSQLへの永続的なチャットルームの移行（62ページ）

• MSSQLから Oracleへの永続的なチャットルームの移行（64ページ）

• 2つのMSSQLデータベース間での永続的なチャットルームの移行（65ページ）

Oracleから PostgreSQLへの永続的なチャットルームの移行
次の手順は、Jabberで作成された常設チャットルームを移行して、現在Oracleデータベースに
同じ IMとプレゼンスノード用の外部データベースとして設定された新しく作成したPostgreSQL
データベースに接続していることを示しています。

始める前に

•常設チャットルームは Jabberで利用できます。

•この環境では、新しい外部データベース（この場合、PostgreSQL）を設定しています。

•この場合、お使いのマシンにデータベース移行ツール（Oracleからデータをエクスポート
する Oracle SQL Developerや PostgreSQLからデータをインポートする Table Plusなど）
がインストールされていることを確認してください。
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手順

ステップ 1 既存のOracleデータベースから常設チャットルームをエクスポートします。手順は次のとおり
です。

• Oracle SQL Developerツールを開き、データベース名、ユーザ名、パスワード、ホスト名、
ポートなどの詳細を入力して、既存の Oracleデータベースに接続します。

•接続を確立した後、次のクエリを実行して Jabberで作成した常設チャットルームを表示し
ます。

select * from tc_rooms;

•オブジェクトツリービューから、エクスポートするテーブルを右クリックします。

•エクスポートデータ形式として [CSV]を選択します。

•保存先フォルダを参照します。

• [Next]と [Finish]をクリックします。

これにより、Excelファイルで選択したテーブルデータがエクスポートされます。

ステップ 2 新しい PostgreSQLデータベースに常設チャットルームをインポートします。手順は次のとお
りです。

• Table Plusツールを開いて、データベース名、ユーザ名、パスワード、ホスト名、ポート
などの詳細を入力して、新しい PostgreSQLデータベースに接続します。

• Oracleデータベースから以前にエクスポートした Excelファイルをインポートします。

インポートされたテーブル名は、ツリー構造で表示できます。

ステップ 3 設定されている外部データベースエントリ (PostgreSQLとして、IM andプレゼンスノード)を
割り当てます。IMノードとプレゼンスノードの外部データベースを割り当てる方法の詳細に
ついては、IM and Presence Serviceでの外部データベースエントリの設定（30ページ）を参
照してください。

ステップ 4 次のサービスを再起動します。

• XCP Router

• Text Conference Manager

•メッセージアーカイバ

永続的なチャットルームのユーザがルーム内でチャットメッセージを通信するまで、メッセー

ジアーカイバの設定は必須ではありません。

ステップ 5 データ移行を確認するには、次のいずれかの方法を使用します。

•管理者として Jabberにログインし、チャットルームが存在するかどうかを確認します。

•次の表の selectステートメントを実行して、目的のデータベースで移行を確認します。
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•常設チャットテーブルー {tc_users, tc_rooms, tc_messages, tc_msgarchive and tc_timelog}

•メッセージアーカイバ - {JM}

•非同期ファイル転送- {aft_log}

OracleからMSSQLへの永続的なチャットルームの移行
次の手順は、Jabberで作成された常設チャットルームを移行して、現在Oracleデータベースに
同じ IMとプレゼンスノード用の外部データベースとして設定された新しく作成したMSSQL
データベースに接続していることを示しています。

始める前に

•常設チャットルームは Jabberで利用できます。

•この環境では、新しい外部データベースMSSQLを設定しています。

•この場合、お使いのマシンにデータベース移行ツール（Oracleからデータをエクスポート
する Oracle SQL DeveloperおよびMSSQLにデータをインポートMicrosoft SQL Server
Management Studio）がインストールされていることを確認してください。

手順

ステップ 1 既存のOracleデータベースから常設チャットルームをエクスポートします。手順は次のとおり
です。

• Oracle SQL Developerツールを開き、データベース名、ユーザ名、パスワード、ホスト名、
ポートなどの詳細を入力して、既存の Oracleデータベースに接続します。

•接続を確立した後、次のクエリを実行して Jabberで作成した常設チャットルームを表示し
ます。

select * from tc_rooms;

•オブジェクトツリービューから、エクスポートするテーブルを右クリックします。

•エクスポートデータ形式として [CSV]を選択します。

•保存先フォルダを参照します。

• [Next]と [Finish]をクリックします。

これにより、Excelファイルで選択したテーブルデータがエクスポートされます。

ステップ 2 新しい PostgreSQLデータベースに常設チャットルームをインポートします。手順は次のとお
りです。
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• Microsoft SQL server Management Studioツールを開き、データベース名、ユーザ名、パス
ワード、ホスト名、ポートなどの詳細情報を入力して、新しいMSSQLデータベースに接
続します。

• Oracleデータベースから以前にエクスポートした Excelファイルをインポートします。

インポートされたテーブル名は、ツリー構造で表示できます。

ステップ 3 設定されている外部データベースエントリ（MSSQLから IMとプレゼンスノード）を割り当
てます。IMノードとプレゼンスノードの外部データベースを割り当てる方法の詳細について
は、IM and Presence Serviceでの外部データベースエントリの設定（30ページ）を参照して
ください。

ステップ 4 次のサービスを再起動します。

• XCP Router

• Text Conference Manager

•メッセージアーカイバ

永続的なチャットルームのユーザがルーム内でチャットメッセージを通信するまで、メッセー

ジアーカイバの設定は必須ではありません。

ステップ 5 データ移行を確認するには、次のいずれかの方法を使用します。

•管理者として Jabberにログインし、チャットルームが存在するかどうかを確認します。

•次の表の selectステートメントを実行して、目的のデータベースで移行を確認します。

•常設チャットテーブルー {tc_users, tc_rooms, tc_messages, tc_msgarchive and tc_timelog}

•メッセージアーカイバ - {JM}

•非同期ファイル転送- {aft_log}

2つの Oracleデータベース間での常設チャットルームを移行
次の手順は、Jabberで作成された常設チャットルームを移行して、現在Oracleデータベースに
同じ IMとプレゼンスノード用の外部データベースとして設定された新しく作成した Oracle
データベースのインスタンスに接続していることを示しています。

始める前に

•常設チャットルームは Jabberで利用できます。

•この環境では、新しい外部データベース（この場合、Oracle）を設定しています。
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• Oracle SQL DeveloperなどのOracleからデータをエクスポートおよびインポートするため
のデータベース移行ツールがお使いのマシンにインストールされていることを確認しま

す。

手順

ステップ 1 新しい外部データベースを作成します。

ステップ 2 すべてのノードで Text Conference Managerサービスを停止します。

ステップ 3 設定されている外部データベースエントリ（Oracleから IMとプレゼンスノード）を割り当て
ます。IMノードとプレゼンスノードの外部データベースを割り当てる方法の詳細については、
IM and Presence Serviceでの外部データベースエントリの設定（30ページ）を参照してくだ
さい。

ステップ 4 IM and Presenceのトラブルシューティングページを確認し、データベーススキーマの検証が成
功したことを確認します。

ステップ 5 データベースをチェックし、テーブル、インデックス、およびストアドプロシージャが作成さ
れていることを確認します。

何も作成されていない場合は、postDBTool_oracle.sqlスクリプトをデータベースで直接実行

します。

このスクリプトは、IM and Presenceサーバーの
/usr/local/xcp/schemas/sql/postDBTool_oracle.sqlにあります。

ステップ 6 既存のOracleデータベースから常設チャットルームをエクスポートします。手順は次のとおり
です。

• Oracle SQL Developerツールを開き、データベース名、ユーザ名、パスワード、ホスト名、
ポートなどの詳細を入力して、既存の Oracleデータベースに接続します。

•接続を確立した後、次のクエリを実行して Jabberで作成した常設チャットルームを表示し
ます。

select * from tc_rooms;

•オブジェクトツリービューから、エクスポートするテーブルを右クリックします。

•エクスポートデータ形式として [CSV]を選択します。

•保存先フォルダを参照します。

• [Next]と [Finish]をクリックします。

これにより、Excelファイルで選択したテーブルデータがエクスポートされます。

ステップ 7 新しい Oracleデータベースに常設チャットルームをインポートします。手順は次のとおりで
す。

• Oracle SQL Developerツールを開き、データベース名、ユーザ名、パスワード、ホスト名、
ポートなどの詳細を入力して、新規 Oracleデータベースに接続します。
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• Oracleデータベースから以前にエクスポートした Excelファイルをインポートします。

インポートされたテーブル名は、ツリー構造で表示できます。

ステップ 8 次のサービスを再起動します。

• XCP Router

• Text Conference Manager

•メッセージアーカイバ

永続的なチャットルームのユーザがルーム内でチャットメッセージを通信するまで、メッセー

ジアーカイバの設定は必須ではありません。

ステップ 9 データ移行を確認するには、次のいずれかの方法を使用します。

•管理者として Jabberにログインし、チャットルームが存在するかどうかを確認します。

•次の表の selectステートメントを実行して、目的のデータベースで移行を確認します。

•常設チャットテーブルー {tc_users, tc_rooms, tc_messages, tc_msgarchive and tc_timelog}

•メッセージアーカイバ - {JM}

•非同期ファイル転送- {aft_log}

MSSQLから PostgreSQLへの永続的なチャットルームの移行
次の手順は、Jabberで作成された常設チャットルームを移行して、現在MSSQLデータベース
に同じ IMandPresenceノード用の外部データベースとして設定された新しく作成したPostgreSQL
データベースに接続していることを示しています。

始める前に

•常設チャットルームは Jabberで利用できます。

•この環境では、新しい外部データベース（この場合、PostgreSQL）を設定しています。

•この場合、お使いのマシンにデータベース移行ツール（MSSQLからデータをエクスポー
トするOracle SQL Developerおよび PostgreSQLにデータをインポートするMicrosoft SQL
Server Management Studio）がインストールされていることを確認してください。

手順

ステップ 1 既存のMSSQLデータベースから永続的なチャットルームをエクスポートします。手順は次の
とおりです。
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• Oracle SQL Developerツールを開き、データベース名、ユーザー名、パスワード、ホスト
名、ポートなどの詳細を入力して、既存のMSSQLデータベースに接続します。

•接続を確立した後、次のクエリを実行して Jabberで作成した常設チャットルームを表示し
ます。

select * from tc_rooms;

•オブジェクトツリービューから、エクスポートするテーブルを右クリックします。

•エクスポートデータ形式として [CSV]を選択します。

•保存先フォルダを参照します。

• [Next]と [Finish]をクリックします。

これにより、Excelファイルで選択したテーブルデータがエクスポートされます。

ステップ 2 新しい PostgreSQLデータベースに常設チャットルームをインポートします。手順は次のとお
りです。

• Microsoft SQL server Management Studioツールを開き、データベース名、ユーザー名、パ
スワード、ホスト名、ポートなどの詳細情報を入力して、新しい PostgreSQLデータベー
スに接続します。

• MSSQLデータベースから以前にエクスポートした Excelファイルをインポートします。

インポートされたテーブル名は、ツリー構造で表示できます。

ステップ 3 設定されている外部データベースエントリ (PostgreSQLとして、IM andプレゼンスノード)を
割り当てます。IMノードとプレゼンスノードの外部データベースを割り当てる方法の詳細に
ついては、IM and Presence Serviceでの外部データベースエントリの設定（30ページ）を参
照してください。

ステップ 4 次のサービスを再起動します。

• XCP Router

• Text Conference Manager

•メッセージアーカイバ

永続的なチャットルームのユーザがルーム内でチャットメッセージを通信するまで、メッセー

ジアーカイバの設定は必須ではありません。

ステップ 5 データ移行を確認するには、次のいずれかの方法を使用します。

•管理者として Jabberにログインし、チャットルームが存在するかどうかを確認します。

•次の表の selectステートメントを実行して、目的のデータベースで移行を確認します。

•常設チャットテーブルー {tc_users, tc_rooms, tc_messages, tc_msgarchive and tc_timelog}

•メッセージアーカイバ - {JM}
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•非同期ファイル転送- {aft_log}

MSSQLから Oracleへの永続的なチャットルームの移行
次の手順は、Jabberで作成された常設チャットルームを移行して、現在MSSQLデータベース
に同じ IMとプレゼンスノード用の外部データベースとして設定された新しく作成した Oracle
データベースに接続していることを示しています。

始める前に

•常設チャットルームは Jabberで利用できます。

•この環境では、新しい外部データベース（この場合、Oracle）を設定しています。

•この場合、お使いのマシンにデータベース移行ツール（Oracleからデータをエクスポート
するMicrosoft SQL Server Management Studioおよび PostgreSQLにデータをインポートす
る Oracle SQL Developer）がインストールされていることを確認してください。

手順

ステップ 1 既存のMSSQLデータベースから永続的なチャットルームをエクスポートします。手順は次の
とおりです。

• Microsoft SQL Server Management Studioツールを開き、データベース名、ユーザー名、パ
スワード、ホスト名、ポートなどの詳細情報を入力して、既存のMSSQLデータベースに
接続します。

•接続を確立した後、次のクエリを実行して Jabberで作成した常設チャットルームを表示し
ます。

select * from tc_rooms;

•オブジェクトツリービューから、エクスポートするテーブルを右クリックします。

•エクスポートデータ形式として [CSV]を選択します。

•保存先フォルダを参照します。

• [Next]と [Finish]をクリックします。

これにより、Excelファイルで選択したテーブルデータがエクスポートされます。

ステップ 2 新しい Oracleデータベースに常設チャットルームをインポートします。手順は次のとおりで
す。

• Oracle SQL Developerツールを開き、データベース名、ユーザ名、パスワード、ホスト名、
ポートなどの詳細を入力して、新規 Oracleデータベースに接続します。
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• MSSQLデータベースから以前にエクスポートした Excelファイルをインポートします。

インポートされたテーブル名は、ツリー構造で表示できます。

ステップ 3 設定されている外部データベースエントリ（Oracleから IMとプレゼンスノード）を割り当て
ます。IMノードとプレゼンスノードの外部データベースを割り当てる方法の詳細については、
IM and Presence Serviceでの外部データベースエントリの設定（30ページ）を参照してくだ
さい。

ステップ 4 次のサービスを再起動します。

• XCP Router

• Text Conference Manager

•メッセージアーカイバ

永続的なチャットルームのユーザがルーム内でチャットメッセージを通信するまで、メッセー

ジアーカイバの設定は必須ではありません。

ステップ 5 データ移行を確認するには、次のいずれかの方法を使用します。

•管理者として Jabberにログインし、チャットルームが存在するかどうかを確認します。

•次の表の selectステートメントを実行して、目的のデータベースで移行を確認します。

•常設チャットテーブルー {tc_users, tc_rooms, tc_messages, tc_msgarchive and tc_timelog}

•メッセージアーカイバ - {JM}

•非同期ファイル転送- {aft_log}

2つのMSSQLデータベース間での永続的なチャットルームの移行
次の手順は、Jabberで作成された常設チャットルームを移行して、現在MSSQLデータベース
に同じ IM and Presenceノード用の外部データベースとして設定された新しく作成したMSSQL
データベースのインスタンスに接続していることを示しています。

始める前に

•常設チャットルームは Jabberで利用できます。

•この環境では、新しい外部データベースMSSQLを設定しています。

•この場合、お使いのマシンにデータベース移行ツール（MSSQLからデータをエクスポー
トおよびインポートするMicrosoft SQL Server Management Studio）がインストールされ
ていることを確認してください。
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手順

ステップ 1 既存のMSSQLデータベースから永続的なチャットルームをエクスポートします。手順は次の
とおりです。

• Microsoft SQL Server Management Studioツールを開き、データベース名、ユーザー名、パ
スワード、ホスト名、ポートなどの詳細情報を入力して、既存のMSSQLデータベースに
接続します。

•接続を確立した後、次のクエリを実行して Jabberで作成した常設チャットルームを表示し
ます。

select * from tc_rooms;

•オブジェクトツリービューから、エクスポートするテーブルを右クリックします。

•エクスポートデータ形式として [CSV]を選択します。

•保存先フォルダを参照します。

• [Next]と [Finish]をクリックします。

これにより、Excelファイルで選択したテーブルデータがエクスポートされます。

ステップ 2 新しいMSSQLデータベースに永続的なチャットルームをインポートします。手順は次のとお
りです。

• Microsoft SQL Server Management Studioツールを開き、データベース名、ユーザー名、パ
スワード、ホスト名、ポートなどの詳細情報を入力して、新しいMSSQLデータベースに
接続します。

• MSSQLデータベースから以前にエクスポートした Excelファイルをインポートします。

インポートされたテーブル名は、ツリー構造で表示できます。

ステップ 3 設定されている外部データベースエントリ（MSSQLから IMとプレゼンスノード）を割り当
てます。IMノードとプレゼンスノードの外部データベースを割り当てる方法の詳細について
は、IM and Presence Serviceでの外部データベースエントリの設定（30ページ）を参照して
ください。

ステップ 4 次のサービスを再起動します。

• XCP Router

• Text Conference Manager

•メッセージアーカイバ

永続的なチャットルームのユーザがルーム内でチャットメッセージを通信するまで、メッセー

ジアーカイバの設定は必須ではありません。

ステップ 5 データ移行を確認するには、次のいずれかの方法を使用します。
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•管理者として Jabberにログインし、チャットルームが存在するかどうかを確認します。

•次の表の selectステートメントを実行して、目的のデータベースで移行を確認します。

•常設チャットテーブルー {tc_users, tc_rooms, tc_messages, tc_msgarchive and tc_timelog}

•メッセージアーカイバ - {JM}

•非同期ファイル転送- {aft_log}
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翻訳について
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